東京 オリ ・ パ ラ 2021 と イス ラー ム 世 界 二 、 三 の 視角 
板垣 雄三 


変異 し た 新型 コロ ナウ イル ス が 世界 中 を 揺り 動か す 中 で 開か れ た オリ ン ピ ッ ク 夏 季 大 会 
そし て パラ リン ピッ ク 大 会 。 し か も 外側 で は 時 代 の 転換 を 暗示 する 大 事件 が 渦巻 く 。 こ の 
異常 ずく め の 世 界 的 行事 へ の 評価 や 批評 は 、 今 な お 日 本 の 内 ・ 外 で 続い て いる 。 目 の 及ぶ 
範囲 で 、 世 に 浮遊 する 五輪 ・ ス リー- ア ギ ト ス 批評 の 批評 を し て みた い 。 

その 場合 、 日 本 国内 で は 、 主 要 メ ディ ア も プ そ と で 「 世 論 」 も プ や た ら 「 内 向き 」 姿勢 
と 浮 薄 さと が 目立ち 、 世 界 の 未来 を 遠望 し て 「 い ま 」 を 掴む 力 を 欠い て いる 。 観 察 の 眼 は 
まる で 鎖国 下 の 蘭 学 に も 似 た あり さま と な る 。 壮 味 批評 を 要約 する と な る と 、 と か くき わ 
だ つ 日 本 社会 の 辻 閣 さ ・ 見 落と し ・ 弱 点 を あげ つら う 残 念 な 仕 位 と は な っ て し まう 。 

以下 、 ミ ュ ン ヘン 1972 五輪 事件 と いう 重荷 デア アフ ガニ スタ ン で の 米 NATO 軍 反 テ ロ 
戦争 の 末路 プ ゾ ま ぼろ し の 国立 競技 場 ザ へ ハ 案 と 安倍 ・ 菅 政権 時 代 プ と いう 三 つ の 視角 を 採り 
上 げ 、 そ こと か ら 眺 め て みる と と に する 。 

その よう な 作業 か ら 出 て 来る 結論 を 先回り し て 最初 に 言っ て し まう と 、 ア スリ ー ト は 、 
ほん と うに スポ ー ツ を エン ジョ イ し よう と 思う な ら 、 前 々 世紀 の 遺物 が 営利 事業 に 変身 の 
キメ ラ (怪物 IOC と は 縁 を 切っ て 国 別 ゼ ッ ケ ン や 国旗 ・ 国 歌 つ き の 〈 国 家 を 背負 う 〉 競技 
か ら 自 由 に な り 、 世 界 市 民 の 独立 し た 個人 ・ チ ー ム と し て 競い あい 交流 し あう シス テム を 
創り 出す 努力 を すべ き で は な いか ※、 と いう と と に な る 。 各国 は メダ ル 獲 得 競う 国威 発 揚 
や 「 抑 止 力 」 軍事 費 の ムダ 遣い か ら 足 を 洗い 、 市 民 の 健康 増進 プス ポー ツ 文 化 発 展 プ 世界 
に 開い た スポ ー ツ 競技 ・ 交 流 の 支援 プ の の た め 、 潤 沢 な 資金 を 拠出 し あう べき で は な いか 。 


※ 視角 は 異な る が 、 考 え 方 の 方 向 が 一 致す る 山 極 寿 一 の 評論 (Crl キー を 押し な が ら 、 以 下 を クリ ッ ク ) 


国 を 背負 う 戦 い 「 お か し く な いか 」 五輪 の 意義 を 考え る - 東京 オキ リンピック : 朝日 新聞 デジ タル (asahi.com) 





I ] ミュ ン ヘ ン 1972 五輪 事件 と いう 重荷 


東京 五輪 2021※ 開会 式 に 関す る 報道 や 評論 で 、 大 会 期間 中 か ら 終了 後 ま で 、 海 外 で は 
大 ニュ ー ス な の に 日 本 で は 余り 見 向き され な い 落 差 が 特徴 的 だ っ た の は 、1972 年 ミュ ン へ 
ン 大 会 の さなか に 殺害 され た イス ラ エ ル 人 選手 ・ コ ー チ ら 11 名 を 追悼 する 1 分 間 の 黙 裕 
が 五 輸 史上 は じ め て 開会 式 の 公式 行事 と な っ た と と だ 。 ほ ぼ 半 世紀 、 遺 族 ら を 先頭 に イス 
ラ エ ル が 求め 続け 搬 ね 返さ れ て きた こと こと が 、 つ い に Tokyo2021 で 実現 し た の で ある 。※※ 
※ IOC や 日 本 の 組織 員 会 の 公式 表記 は た て まえ 上 2020 と され る が 、 こ こ で は 1 年 延期 の 実際 の 開催 年 を 示す こと に する 。 


※※ 日 本 で の 例外 的 報道 は 、 ヤ フー ニュ ー ズ 2021/7/25 佐藤 仁 の 解説 記事 https://news.yahoo.cojjp/byine/satohitoshi/20210725-00249652 





ミュ ン ヘ ン ・ オ リン ピッ ク 事 件 と は 何 か 。※ 


※ 事件 直後 の 私 の 評論 [共同 通信 配信 ] は 、 板 垣 「 石 の 叫び に 耳 を 澄 ま す 』( 平 凡 社 、1992) 184-188 真 に 再 録 「 ミ ュ ン ヘン ・ オ リン ピッ ク 事 件 を よむ 」。 








1972 年 9 月 5 日 夜明け 前 、 五 輸 選 手 村 に パレ スチ ナ 人 武装 集団 アイ ルー ル ・ ア ル - ア ス 
ワ ド (黒い 9 月 ) の 8 人 が 潜入 し 、 イ スラ エル 選手 ・ 役 員 9 人 を 人 質 に 取っ て [その 際 の 乱闘 
で 別 の 2 人 を 殺害 ] 立て こも り 、 イ スラ エル 拘留 下 の パ レス チ ナ 人 政治 因 た ち に 岡本 公 三 
(先立つ 5 月 末 イ スラ エル で ロッ ド 空 港 襲撃 事件 を 起こ と し た アラ ブ 赤 軍 日 本 人 3 人 組 の 1 人 、 生 き 残 り 捕 
虜 と な っ た ) と 赤軍 の バー ダー や マイ ン ホ フ ら 西独 の 囚人 (ヨル ダン で パレ スチ ナ 軍 事 組織 の 訓 
練 を 受け た ) を 加え た 234 名 を 午前 9 時 まで に 解放 する よう 要求 、 実 行 さ れ な けれ ば 人 質 に 
危害 が 及ぶ 、 と 警告 。、 イ スラ エ ル 政 府 は 即座 に 全面 拒絶 。 困 っ た 西独 政府 は (連邦 と バイ エ 
ルン 州 の ) 要 人 が 身代わり に 立つ 人 質 解放 案 を 占拠 者 が わか ら 拒 否 さ れ 、 武 力 制圧 を 模索 し 
な が ら 時 限 延長 を 求め つつ 交渉 を か さ ね る うち 、 占 拠 者 は 人 質 も ろ と も ゃ 脱出 する 航空 機 の 
準備 を 要求 し 、 行 先 は カイ ロ と 指定 (尻込み する エジプト 政府 を 見 透かし た 強烈 な 政治 的 圧力 )。 
それ に 応じ る 振り し て 出発 地 を 32km 離れ た NATO 空軍 基地 と する 同意 を 取り 付け た 西 
独 政 府 は 、 武 力 制 圧 の 機 を うか が う 。 だ が 敗戦 国 西独 の 連邦 軍 は 平時 の 軍事 行動 は 許さ れ 
て お ら ず 、 テ ロ 対 処 の 国家 的 準備 も 訓練 $ も 欠け て お り 、 連 邦 と 州 と の 連携 や 整わ ぬ 警 察 カ 
で 当たら な けれ ば な ら な か っ た 。 ナ チ ス 時 代 の 歴史 の 重荷 が 、 イ スラ エル 絡み の 問題 へ の 
取組 み を 神経 過敏 な る の に させ 、 そ れ が 見 る も 無残 な 失敗 て と 導い た 。 選手 村 か ら バ ス で 
へ リコ プター へ 、 つ いで へ リ 2 機 で 準備 完了 よそ お う ル フト ハン ザ 機 の 待つ 空軍 基地 へ 、 
移動 する 行程 の あら ゆる 地点 で 計画 は 狂い 、 乗 換え 地点 の 暗闇 の 基地 で は 、 縛 られ た 人 質 
を 駐 機 す る 両 へ り 内 部 に 残し た まま 、 騙 し 討ち の シナ リオ と 異な る 狙撃 が 午後 11 時 に 始 
まっ て し まう 。 パ レス チ ナ の フェ ダー イー ン (捨て 身 の 義勇 兵 た ち ) は 騙し へ の 報復 と し て 人 質 
殺し に 直行 し な か っ た 。 激 し い 銃 撃 戦 が 続く が 、6 日 午前 零 時 半 ち か く 未 熟 な 警察 狙撃 隊 
に 装甲 車 を 連ね た 応援 部 隊 が 到着 、 戦 闘 は 最終 局面 を 迎え る 。 パ レス チ ナ 戦士 1 人 の 自爆 
の 煽り で へ リ 1 機 は 火 だ る ま 、 他 の 機 は 道連れ 機内 掃射 で 人 質 は 落 命 、 が 結末 と な っ た 。 
この間 、 ド イツ 人 警官 1 名 が 菊 職 。 イ スラ エル 人 は 人 質 9 名 が 全員 死亡 、 選手 村 で 散れ た 
2 名 を 加え 犠牲 者 は 11 名 。 パ レス チ ナ 人 戦闘 員 の 5 人 が 戦死 、3 人 が 捕え られ た 。 

IOC プ ブランデー ジ 会 長 (東国 人 ) が 「 続 行 Go on!」 の 決定 を 下 し 、 大 会 は 34 時 間 の 中 断 
で 再開 され る 。6 日 まず イス ラ エ ル 人 犠牲 者 の 追悼 式 が サッ カー 競技 に 先立ち 行わ れ た 。 
ブラ ント 西独 首相 の 要請 で 全 参 加 国 の 国旗 が オリ ン ピ ッ ク 旗 に 合わ せ 半 旗 で 掲げ られ よう 
と し た が 、 ア ラブ 諸国 は これ を 拒否 、 式 典 運営 の 足並み は 乱れ た 。 サ ッ カ ー 西 独 vs. ハ ン ガ 
リー 戦 が 目当て で 集まっ た 8 万 の 観衆 は 、 遺 族 の 1 人 が 心臓 発作 で 倒れ ん る ハプニング が あ 
っ て も $ も 騒が し さ は や まず 、「 死 ん だ の は 17 人 、 忘 れ た の か 」( ド イッツ 人 警官 や パレ スチ ナ 人 は 無 
視 を 批判 ) と 大 書 し た 幕 を 拡げ る 者 た ちゃ いた 。 ブ ラン デー ジ 会 長 が 、 式 辞 で 「 不 完全 な 世 
界 」 の 現象 と し て IOC に ロー デシ ア 除 名 を 要求 し た アフ リカ 諸国 の 政治 的 圧力 を 暗示 し 、 
これ も テロ リス ト た ちの 襲撃 と 同列 だ と 関係 な い 錦 債 ( ぅ っ ょ ん) まで 持ち 出し た の は 、 ユ ダ 
ヤ 人 の 死 を 軽 ん じ る 彼 の 内 心 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 が 顔 を 出し た と する 反発 を 呼び も し た 。 


も と も と パレ スチ ナ 問 題 は 、「 正 統 」「 普 遍 」 を 名 乗る ヨー ロッ パパ ・ キ リス ト 教 諸 教 会 の 


権威 と 「 ユ ダ ヤ 人 」 差別 と いう ヨー ロッ パ バ 諸 社会 が か か える 業 ( ご うぅ) と も 言う べき 伝統 と を 
背景 に 、19 世紀 末 か ら 20 世紀 に か け て 、 欧 米 の 植民 地主 義 ・ 人 種 主義 が 、 赴 - ツ ァ ー リ ズ 
ム つ いで 独 - ナ チズ ム の シオ ニズム (ユダ ヤ 人 国家 建設 運動 ) 利 用 や ユダ ヤ 人 排 兵 ・ 棄 民 ( に 植民 ) 運 
動 に 便乗 し な が ら 、 離 散 の 民 「 ユ ダ ヤ 民 族 」 の 国造 り と いう 名 目 で 、 欧 米 共 同 の ゲッ トー 
(ユダ ヤ 人 隔離 ・ 集 結 区 域 ) 国 家 三 軍事 「 橋 頭 代 」 的 植民 国家 を 創り 出す に あたり 、 バ パレスチナ の 
先住 民 = ア ラブ 社会 に は 泣い て で もらう 、 す な わ ち [ユダ ャ 教徒 $ 包み 込ん で 共生 し て きた アラ ブ 
社会 だ が ] それ を スケ ー プ ゴー ト ( 奈 罪 の 山羊 ) [極限 の ホロ コー スト に まで 達し た ユダ ヤ 人 人 迫害 と いう 
ヨー ロッ パ の 宿 罪 を 償う 身代わり ・ 肩 代わ り ] に 仕立 て 上 げ て 、 欧 米 の ユダ ヤ 人 いじ め の 貢 任 は 
帳消し に する 、 と いう 欧米 中 心 主義 の プロ ジェ クト だ っ た の で ある 。 

第 1 次 世界 大 戦後 、 英 ・ 仏 を 中 心 に [1920 年 サン レモ 会 議 で は 日 本 が 片棒 を か つぎ ] 英国 の パ 
レス チ ナ 委任 統治 (ユダ ヤ 人 の 国造 り を 予定 ) を 成立 させ 1930 年 代 、 ナ チズ ム は 中 ・ 東 欧 
か ら 青 壮年 ユダヤ 人 の 植民 者 放出 を 促し て イシ ュー ヴ ( ヾ パレ スチ ナ の ユダ ヤ 人 社会 ) を 大 膨張 さ 
せ [ 英 国 が 移民 管理 、 米 国 が 移住 資金 援助 ]、 ア ラブ 住民 の 反抗 は 英 権 力 が 弾圧 ノ 第 2 次 世界 大 戦 
後 、 誕 生 ホ ヤ ホ ヤ の 国連 が 国連 憲章 と 矛盾 する 1947 年 パレ スチ ナ 3 分 割 (アラ ブ 国家 ・ ユ ダ 
ヤ 人 国家 ・ 国 際 化 さ れん た エル サレ ム の 設立 ) を 決議 プ 翌 48 年 に は 冷戦 突入 の は ず の 米 ・ ソ 連 が 
協同 し て 国連 決議 と は 異な る イス ラ エ ル 国 の 一 方 的 独立 を 実現 ン 翌 49 年 国連 は 、 シ オニ 
スト 武装 組織 に よる 住民 大 虐殺 ・ 要 人 暗殺 ・ 爆 破 な ど テ ロ 行 為 と その 脅し で アラ ブ 住 民 の 
難民 化 ・ 追 放 ・ 離 散 を 生み 出し た イス ラ エ ル 国 を 「 平 和 愛 好 国家 ] と 認め て 国連 加盟 国 と 
する 。 パ レス チ ナ の アラ ブ 住 民 は 、① 郷 土 か ら 追 い 出 され 周辺 アラ ブ 諸 国 や 世界 に 散っ た 
者 プ ② ヨ ル ダ ン が 押さ えた ヨル ダン 川西 崖 や 東 エ ル サ レ ム 、 エ ジ プ ト が 押さ えた ガザ 地帯 
な ど で 流 亡 生 活 に 入っ た 者 プ ③ イ スラ エル 支配 下 で 三流 市 民 (東洋 系 ユダ ヤ 人 や ドル ー ズ 派 よ 
り 下位 ) と 位置 づけ られ た 者 / に 引き裂か れん た が 、①②③ そ れ ぞ れ に 過酷 で 不条理 な 運命 の 
も と 、「 パ レス チ ナ 人 」 意識 を 共有 する よう に な っ て いく [2021 年 は 分 断 克 服 の 画 期 か ]。 

1967 年 第 3 次 中 東 戦争 (大 日 戦争 ) で ② も イス ラ エ ル 占 領 下 に 組み 込ま れる と 、① を 基盤 
に 生れ た PLO( ヾ レス チ ナ 解放 機構 ) は 、 パ レス チ ナ 解放 を めざす 武装 抵抗 運動 と し て 主体 性 
獲得 を 激しく 追求 する よう に な る 。 それは 周辺 アラ ブ 諸国 (例え ば 、 ヨ ル ダ ン や エジプト ) 内 
部 で その 国 の 体制 を 揺るが す 脅 威 と 見 な され 、 ヨ ル ダ ン 軍 に よる 弾圧 (それ が 「 黒 い 9 月 」 の 
語源 ) と イス ラ エ ル 軍 の 攻撃 と の 挟み 撃ち に 遭う こと と な っ た りす る 。 ア ラブ 世界 民衆 の 
手前 、 ア ラブ 諸国 政府 は この 時 代 に は まだ パレ スチ ナ の 「 大 義 」 を 掲げ て いた が 、 第 1 次 
世界 大 戦後 に 将来 の ユダ ヤ 人 国家 を 含む ワン セッ ト の 装置 と し て 英 仏 が 設置 し た 中 東 諸 国 
は 、 本 来 、 国 を 超え 出る パレ スチ ナ 人 の 闘い を 危険 視 し な が ら 応 援 す る 二 面 性 に 縛ら れ て 
いる 。 だ か ら 国 際 政 治 の 複合 構造 の 総体 が の し か か っ て くる 重圧 下 、PLO は 、 自 分 た ちの 
置か れ て いる 状況 が 広く 世界 民衆 を 締め 付け て いる 普遍 的 不条理 の 凝集 点 だ た と たい うこ と と を 
示 そ うと し て 、1970 年 前 後 の 運動 の 初期 段階 、 国 際 線 旅客 機 の ハイ ジャ ッ ク や 意表 を 突く 
ゲリラ 闘争 な ど 、 抑 圧 者 権力 の テロ 的 支配 に 対し て その 裏 を か く テ ロ 犯 罪 の 劇場 効果 に 賭 
けた の だ っ た 。 


ミュ ン ヘ ン ・ オ リン ピッ ク 事 件 は 、 そ の よう な 意味 で こと さら 全 世 界 の 注目 を ひく 条件 
を 備え て いた 。 し か し 、 オ リン ピッ ク 史 に 較 ち ん) 入 し た 8 人 の テロ リス ト た ち に 奪わ れ た 
イス ラ エ ル ん 人 11 名 の 犠牲 者 の 生 と 死に 、49 年 後 、 東 京 五輪 2021 開会 式 の 1 分 間 、 心 を 
鎮め 想い を 集中 する だ け で は 、 暴 力 を 克服 する 平和 へ の 憶 い と し て 足り な い の で は な い だ 
ろう か 。 当 時 の プ ま た 現在 あら た め て 憶 う べき 暴力 に は 、 錆 び つ き 朽 ち 果 て た 権力 意志 
が 重なり あっ て と びり 付い て いる か ら だ 。 い っ さい の 交渉 を 即時 ・ 原 則 的 に 拒ん だ イス ラ 
エル 首相 ゴル ダ ・ メ イル は 人 質 の 生命 を 最初 か ら 切 り 捨 て た の で は な いか 。 西独 政府 が 、 
「 黒 い 9 月 | グル シー プ の 動き に 関す る ベイ ルー ト か ら の 事前 警戒 情報 や 選手 村 警 備 に 関し 
て 開村 時 イス ラ エ ル 代 表 団長 が 知ら せ た 懸 念 を まっ た く 無 視 し た と と 、 ま た 人 質 救 出 作戦 
の 致命 的 失敗 を も た らし た 指揮 系 統 混 乱 の 官僚 主義 、 そ し て 最大 級 「 皮 肉 ] な 結果 と し て 
事件 処理 の あざ と い 最 終 措置 、 等 々 の 責任 は どう か 。 襲撃 者 の うち 生け 捕り に な っ た 3 人 
は 、 彼 ら が 拘置 所 で 裁判 を 待っ て いた 10 月 29 日 ルフトハンザ 615 便 (ダマ スク ス 発 フラ ン 
ク フ ル ト 行 き ) を ハイ ジャ ッ ク し た 「 黒 い 9 月 | グル ー プ の 要求 に 応じ た 西独 政府 の 手 で 釈 
放さ れ 、 リ ビア の トリ ポリ に 送ら れ て 指導 者 ムアン マル ・ カ ッ ザ ー フ ィ の 歓迎 を 受け 、 英 
雄 と 称え られ 、 身 を 隠し た 。 折衝 の 過程 で 、 こ れ 以 後 の ル フト ハン ザ 航 空 の 安全 が 保証 さ 
れる と いう 秘密 協約 が 結ば れ て いた と いう 秘密 が 赴 見 し て くる の は 、30 年 後 か ら 40 年 後 
に か け て の こと で ある 。※ 五輪 村 侵 入 者 へ の 手引 きゃ や 情 報 供与 な ど 内 通 者 が あっ た の か 
る 不明 。 事 件 に まつ わり 付く 座 意 的 権力 意志 の 影 は 色 濃 い 。 そ も そ も 11 名 の 死 あ る い は 
17 名 の 死 は 、 パ レス チ ナ 問題 の 根底 へ の 反省 と 精査 を 抜き に 記念 で きる こと な の か 。 


※ 2012/8/28 Spiegel 記事 https://www.spiegel.de/international/world/germany-maintained-contacts-with-palestinians-after-munich-massacre-a-852322.html 





悲劇 は 後段 あっ て 真 の 悲劇 と な る 。 

ミュ ン ヘ ン 五 輪 事件 は 、1972 年 秋 、 ミ ュ ン ヘン [NATO 空軍 基地 の ある] フュ ルス テン フェ 
ルト ブル ッ ク ノ [リセ アァ の] トリ ポリ ンプ に お いて 終わ っ た の で は な か っ た 。 む し ろ 、 そ れ か ら 
1988 年 まで 16 年 間 に わ た り 、 イ スラ エル 国家 の 謀 報 保安 活動 の 中 心 に 位置 する 首相 直属 
機関 モ サ ド の 特命 暗殺 殺 鍵 チー ム に よる 復讐 実行 の 一 大 テロ 戦争 が 開始 さん る の で ある 。 
これ は 、 ゴ ル ダ ・ メ イル 首相 が 決定 し た 。 そ れ は 「 ザ アム ・ ハ - エ ル ( 神 の 怒り Wrath of God)」 
作戦 と 呼ば れる 。「 黒 い 9 月 」 集 団 が ミュ ン ヘ へ ン 五 輪 の イス ラ エ ルル 代表 団 宿舎 を 襲い 捕 ら 
えた 人 質 と イス ラ エ ル の 年 獄 で 扶 問 を 耐え る パレ スチ ナ 人 政治 囚 と の 交換 を 要求 し / 国 際 
政治 を 手玉 に 取り つつ イス ラ エ ル の 抑圧 体制 を 世界 に 露出 させ よう と し た / 作 戦 の 企画 ・ 
組織 者 は じ め 主 要 関 係 人 の 処刑 対象 者 を 11 人 あぶ り 出 し て リス ト ア ッ プ し 、 世 界 規模 で 所 
在 ・ 動 線 ・ 行 動 様 式 ・ 交 友 関 係 な ど を つか ん で 、 つ ぎ つ ぎ と 殺害 し て いく 。 

だ が 、 実 状 は リス ト 上 で 首 艇 と 目 さ れ た 人 物 が 後回し と な り 、PLO が 了 欧州 各国 に 配置 し 
た パレ スチ ナ 代 表 で 外交 官 的 役割 を 担い ミュ ン ヘ ン 事 件 と は 明らか に 無関係 な 知識 人 た ち 
が 続々 と 暗殺 され 、 ま た 新規 リス ト で 手紙 爆弾 に よる 傷害 テロ の よう な 心理 作戦 の 脅威 も 
拡げ られ た 。「 神 の 怒り 」 は 人 知れ ず 秘 か に 実行 され る の で な く 、 世 間 の 耳目 集め る 広報 





つき テロ 作戦 だ っ た 。 イ スラ エル 政府 は これ を 「 テ ロ と の 闘い 」 と 称し 、 そ の 腕 は 地球 上 
ど と に で も 伸び る と 誇っ た 。 と この 観念 操作 が 米国 に 採用 され 、1972 年 「 カ ミカ ゼ : ロッ ド 
空港 事件 ] +「 黒 い 9 月 : ミュ ン ヘ ン 五 輪 事件 」 忌 「 神 の 怒り 」 が 、21 世紀 の 「 反 テロ 戦 
争 」 すなわち 2001 年 「 ア ル - カ ー イ ダ : 9 /11 事件 」 アフ ガニ スタ ン 戦 争 ・ イ ラク 戦争 ・ 
シリ ア 内 戦 [ ィ イスラーム 国 つ き ] の 原型 と され る 。「 ミ ュ ン ヘン 五輪 必 神 の 怒り 作戦 」 視座 PR 
は 、 ス ティ ー ヴ ン ・ ス ピル バー グ 監 督 「 ミ ュ ン ヘン 」 (2005 年 ) まで の 映画 諸 作 品 に 反映 し 
て お り 、 そ の 土台 と も 目 さ れる 読み 物 ニ = ジョ ー ジ ど ・ ジ ョ ナス 著 『 ヴ ェ ン ジャ ンス (復讐 )』 と 
いう 作品 (1984 年 ) ※ は 、 そ う し た 一 体 性 把握 の 問題 意識 の も と で 、 フ ィ ク ショ ン な が ら 
「 神 の 怒り 」 作戦 の 展開 局面 の 実相 に 肉薄 し よう と し た も の で ある 。 
※ ジョ ー ジ ・ ジ ョ ナス [新庄 哲夫 訳 ]『 標 的 (ター ゲッ ト ) は 11 人 一 モ サ ド 暗 殺 チ ー ム の 記録 」、 新 潮 文庫 シー13 一 1、 初 版 1986 年 . 

「 ナ クズ バ 」 (パレ スチ ナ 人 に 降り か か っ た 大 災厄 ) と いう 半面 を 隠す 「 シ ョ アー」 ( ょ ロ ュ ー ス ト ) 認 識 
は 片手 落ち プ 「 神 の 怒り 」 テロ を そぎ 落と す 「 ミ ュ ン ヘン 犠牲 者 」 記念 は 偽善 プ / だ 。 パ レ 
スチ ナ 人 の や る こと は 悪 | イス ラ エ ル 国 家 の や る こと は 善 | と 決め て か か る 頭 で は 、 人 間 
と 社会 の 真実 に 迫る こと は で き な い 。 パ レス チ ナ 人 は 国 づ くり の 手法 を シオ ニス ト か ら 学 
ん で いる 。1960 年 代 ま で は 「 テ ロ 」 と いう 語 か ら 世 界 中 の 人 が 連想 し た の は シオ ニズム 運 
動 ・ イ スラ エル 国家 だ っ た 。 代 表 的 テロ リス ト で イス ラ エ ル 首 相 と な っ た の は 、[ キ ング ・ 
デイ ヴィ ド ・ ホ テル 爆破 、 デ イル ・ ヤ ー ス ィ ー ン 村 大 虐殺 の ] メ ナ ヘ へ ム ・ ベ ギン と [英国 閣僚 モイ ン 卿 
や 国連 中 東 代表 の スウ ェ ー デ ン 王 族 ベ ルナ ドッ ト 伯 を 暗殺 し た] イツ ハク ・ シ ャ ミー ル と で ある 。 
一 見 激突 し 合う だ け と 見 える 、 パ レス チ ナ 解放 運動 の 苦難 プイ スラ エル 国家 ・ モ サド の 
決意 プ の どちら の 見 方 に 立つ に せよ 、「 ミ ュ ン ヘン 五輪 必 神 の 怒り 作戦 」 を 一 体 的 に 把握 
する こと と こそ 、 く 現実 〉 を 直視 する こと で ある 。 そ こと に 、(④⑳ パ レス チ ナ 問題 の 全体 構造 の 
認識 と グズ (b) く (イン ティ ファ ー ダ (市 民 決 起 (起点 :1987 年 パレ スチ ナ 民 衆 の 決起 }) ) の グロ ー バ ル 
化 vs. グ ロー バル 反 テ ロ 戦 争 〉 と いう 対抗 の 帰 超 予 見 と の 両方 の 裏付け が 加わ れ ば 、 鬼 に 
金棒 と いう と と に な る だ ろう 。 

特異 な 国際 的 バッ クア ッ プ が 支え る 植民 地主 義 と プ そ れ へ の 抵抗 主体 が 形成 途上 に ある 
解放 運動 と が 激しく 衝突 する 真っ 只 中 で 、 五 輸 大 会 は 開 お か れ た 。 ア マチ ュ ア 主義 の 縛り 
が 消え る 直前 の 最後 の 大 会 だ っ た (IOC が 憲章 の アマ チュ ア 規 定 を 廃止 レプ ロ 化 ・ 商 業 化 へ の 道 が 
開く の は 1974 年 ) と し て も 、 ミ ュ ン ヘン 五輪 は 天空 に 超 然 と 浮か ぶ 行 事 で は な か っ た 。 い ず 
れ に せよ 、 ミ ュ ン ヘン 五輪 に 視野 を 限り パレ スチ ナ 人 テロ リス ト の 話 だ け す る 言説 が 、 問 
題 な の だ 。 話 を は し ょ り 、 背 景 や 経緯 は 一 切 無視 し て 、〈 ユ ダ ヤ 人 11 人 を 血 祭 に 上 げ て ス 
ポー ツ の 聖域 を 冒 法 し 、 平 和 の 祭典 を 台無し に し た パレ スチ ナ 人 テロ 集団 の 免 悪 犯罪 〉 と 
片付け 、 パ レス チ ナ 人 だ け を 悪者 に し て 責任 逃れ を する 政治 的 作為 が 、 そ こと に は 隠さ れ て 
いる 。 


IOC も 、 そ の 後 は 、 さ す が に 政治 を 呼び 込む この 問題 に 触れ る と と は 避 け て きた 。 五輪 
憲章 で 規則 50 が 定め られ た の は 、 直 接 に は 、1968 年 [4 月 マー ティ ン ・ ル ー サ ー・ キ ング jr 牧 


師 、6 月 ロバ ー ト ・ ケ ネ デ ィ 議 員 、 の 暗殺 後 ] メ キシ コシ ティ 大 会 の 表彰 台 で 米国 の 陸上 選手 トミ 
ー・ ス ミス ( 金 ) と ジョ ン ・ カ ル ロ ス ( 銅 ) が 米国 社会 の 人 種差 別 へ の 抗議 と し て 黒 手袋 を 
は め た 手 を 上 げ る ブラ ッ ク バ パワ ー 流 挨拶 を し 、 最 終 的 に 米国 陸連 か ら 追 放さ れる 事件 に 発 
する 。 ブ ラン デー ジ IOC 会 長 (在任 : 1952-72) は 、1936 ベル リン 大 会 で は ナチ 党 の 敬礼 が 認 
め ら れ て いた こと と の 矛盾 に つい て 、 ナ チズ ム の それ は 国家 と し て 定め た も の だ か ら 許 さ 
れる と いう 苦し い 解 釈 を 示し た 。 彼 の 会 長 時 代 は 1950 年 代 後半 か ら 60 年 代 を つう じ 米 国 
の 公民 権 運動 (公民 権 法制 定 は 1964 年 ) の 時 代 と 重なっ た 。 五輪 憲章 の 規則 50 の 第 2 項 は 
「 オ リン ピッ ク の 用 地 、 競 技 会 場 ま た その 他 の 区 域 で は 、 デ モン スト レー ショ ン ノ 政治 
的 ・ 宗 教 的 ・ 人 種 的 プロ パガン ダ は いか な る 種類 の も の も 許可 され な い 。」 と する 。 

人 種差 別 へ の 黒人 の 抗議 サイ ン 取 締り の 規則 が 、 パ レス チ ナ 間 題 に つなが っ た 。 ミュン 
ヘン の イス ラ ェ エル 代表 団 犠牲 者 の 家族 と 支援 団体 は その 後 の 大 会 開会 式 で の 黙 宰 を 求め 続 
けた が 、1976 モン トリ オル 大 会 以降 、IOC( キ ラニ ン 〔 ア ィ イル ラン ド 人 、 在任 1972-80])、 サ マラ ンチ 
(スペ イン 人 、 在任 1980-2001)、 ロ ゲ 〔 ベ ルギー 人 、 在任 2001-13〕 が 歴代 会 長 ) は と り 合 わな か っ た 。 

マス コミ が 動員 され て 、 ロ ッ ド 空港 の 日 本 人 カミ カゼ ・ テ ロ や ミュ ン ヘ ン の イス ラー 
ム ・ テ ロ を 非難 し テロ と 戦う 神 の 怒り を 宣伝 し て も 、「 南 ]」 や 「 東 」 の 国際 世論 は PLO に 
同情 的 だ っ た 。 石 油 危機 以後 、 国 連 は パレ スチ ナ 人 の 自決 権 に 基づく 中 東和 平 追 求 の 方 向 
で 、 国 連 総 会 は 74 年 11 月 PLO に オブ ザー ヴァ ー の 地位 を 認め 、75 年 11 月 に は シオ ニ 
ズム は 人 種 主義 だ と イス ラ エ ル を 批判 する 決議 3379 が 可決 され た [ 間 72・ 棄 32・ 反 35 (日 本 : 
棄 ) ]。 こ れ は 、 湾 崖 戦争 を 経て 米国 ブッ シュ ( 作 ) 大 統領 の 巻き 返し で 、91 年 12 月 の 国連 総 
会 決議 46/86 に より 無効 と され る [区 111・ 棄 13・ 反 25・ 欠 15 (日 本 : 苦 ) ] 。 

と の 種 の 国際 政治 の 風向 き の 移り 変わ り は IOC の 姿勢 に 影響 する こと は な か っ た 。 興 行 
主 ・ 経 営 者 に 変貌 し は じ め た 五輪 貴族 に と っ て 、 世 界 平和 を 宙 に 浮か せ て 語る た め に は 、 
政治 中 立 を 保証 する 憲章 規則 50 に 安住 し て いる の が 楽 な コー ス だ っ た か ら だ 。 


その 後 の 国際 政治 状況 に は 激しい ジグ ザ グ が 生じ る が 、 表 面 上 は 、 一 方 の イス ラ エ ル の 
独り 勝ち 他方 パレ スチ ナ の 絶望 的 鋼 状 プ の 対照 が きわ 立つ 。 

1993 年 オス ロ 合 意 以降 は 、 名 目 上 、 イ スラ エル 政府 と PLO と の 相互 承認 に より 、 パ レ 
スチ ナ 自 治 政府 は 実質 的 に は 占領 支配 者 の イス ラ エ ル 当 局 と イス ラ エ ル 占 領地 や エル サレ 
ム 問 題 な ど 山 積 す る 対立 点 ・ 懸 案 を めぐ っ て 折衝 する 「 対 等 」 の 交渉 者 同士 の 関係 と いう 
た て まえ に な っ て いる 。 2012 年 11 月 国連 総会 が オブ ザー バー( こ 国連 非 な いし 未 加盟 ) 国 家 と し 
て 承認 し た パレ スチ ナ は 、[141 か 国 が 外交 関係 を 開き ] 多数 の 国際 機関 に 参加 、 国 際 刑 事 裁 判 
所 ICC に も 加盟 し て イス ラ エ ル の 戦争 犯罪 を 問う こと が で きる 立場 に も ちあ る 。 オ リ ・ パ ラ 
いずれ や も [1996 アト ラン タ 大 会 以来 すでに 7 オリ ン ピ ア ド の ] 参加 国 、 競 技 者 代表 団 を 送り 出し 
て きた 。 だ か ら 、 こ うし た 構造 変化 が 定着 し た 現在 、 関 係 当事者 が 1972 ミュ ン ヘ ン の 歴 
史 的 教 証 を 共同 し て 吟味 し 銘 記 する と と は 大 事 だ が 、 片 側 だ け の 追悼 を 、 関 係 者 総体 の 了 
解 な く 一 方 的 に 開会 式 の 公式 行事 と し て し まう の は 、 明 ら か な ルー メル 違反 だ 。 


し か し イス ラ エ ル で は 、 オ スロ 合意 否認 を 公言 する ネタ ニヤ ン 長 期 政 権 が 、 強 力 な 支持 
者 の 米国 トラ ンプ 政権 と 提携 し て 、 イ スラ エル ・ メ パレ スチ ナ 2 国家 解決 方 式 の 破壊 を 既成 
事実 化し [入植 地 建 設 を 強行 する イス ラ エ ル の 国際 法 違反 に 対す る 国連 安保 理 の 非難 決議 は 米国 が 拒否 
権 で 阻む 慣例 を オバ マ 政 権 が 辞め ぎわ 2016 年 末 に 破り 、 棄 権 票 で 成立 させ た の も 、 う た か た ]、 ユ ダ ヤ 
民族 国家 一 本 で 押し 切 ろ うと する 策謀 を 推進 し て きた 。 

中 東 で 抜群 の 軍事 強国 = イス ラ エ ル の 優位 性 を 支え る 、 次 の よう な 局面 が 注目 され る 。 
① 反 テロ 戦 争 の 操作 (高度 イン テリ ジェ ンス 、 イ スラ ー ム 主義 運動 の 利用 、 ホ ロコ ー ス トト 被害 者 像 )、 
② 分 断 政策 (宗派 対立 〔 例 . ス ン ナ 派 vs. シ ー ア 〕 や 政治 党派 韻 対立 〔 例 . フ ァ タ ハ vs. ハ マー ス 〕 の 煽動 、 
占領 地 管 理 〔 地 区 条件 、 隔 離 壁 、 労 働 者 越境 通勤 管理 ))、③ ユダ ヤ 民 族 国 家 の 追求 (入植 地 建設 、 
民族 浄化 、 広 域 対 ラ ン 挑 戦 )、(④ 科 学 技術 ( 矢 端 技術 1 イフ ヴェー ショ ン 、 戦 争 経済 ニュ ー モ デル 、 バ 
イオ 戦争 対応 )、⑤ 核 政策 ( 核 拡散 禁止 条約 ・ 核 兵器 禁止 条約 に 対し 核 戦力 保持 の 対策 、 核 兵器 コン セ 
プ ト 革 新 、 イ ラン 核 合 意 [[CPOA] 復 活 阻止 )、⑥ 斜 陽 の 米国 依存 か ら 足 を 洗い 提携 寄生 先 の 多元 化 
を めざす 積 年 の 工作 ( 米 + 赴 中 二 印 ・EU・ 英 ・ 豪 ・ カ ナダ ・ 日 ・ 韓 ・ 台 ・ シ ン ガ ポー ル ・ 等 )。 


と ころ が 、 こ の イス ラ エ ル が 由 ( ゐ げ の) り を 赴 呈 する 。 2 年 間 に 4 回 も 総 選 挙 (①2019/4: ② 
19/9: ③20/3: ④21/ 3) を 重ね て も 安定 政権 が 成立 せ ず 、 ト ラン プ 政 権 退場 を 追う よう に 、 リ 
クー ド 党 ネタ ニヤ フ が ひき いる 政権 は 倒壊 に 向かう 。2021 年 3 月 末 ~6 月 初め ネタ ニヤ フ 
臨時 首相 は [イス ラ エ ル の 戦争 犯罪 の 取調 べ に 入っ た ハー グ の 国際 刑事 裁判 所 や イラ ン 核 合意 へ の 米国 
復帰 を めぐ る ウィ ー ン で の 國際 協議 を に ら み つつ 〔 イ ラン 〕 ナタ ンズ 核 施設 の 爆破 や イラ ン と の 船舶 攻 
撃 の 応酬 な ど 戦 争 発火 の 緊張 を 高め つつ 首相 夫妻 の 汚職 裁判 を 免れ る 画策 を めぐ らし つつ ノ 戦 闘 的 ユダ 
ヤ 極 右 団体 に ラマ ダー ン 月 の 宗教 衛 突 ・ エ ル サ レ ム 特 定 地区 パレ スチ ナ 住 民 の 立 退き 強制 ・「 ア ラブ は 殺 
せ 」 行進 な ど 挑 発行 動 を 許し つっ ]、 議 会 120 議席 過半 の 61 を 確保 する 連立 工作 を 試み た が 、 
その 期限 の 5 月 4 日 失敗 が 確定 。 

この 日 か ら さ ら に [中 道 イ エ ェ シュ ・ ア ティ ド の ラビ ピ ド 党首 が 右派 ヤミ ー ナ 党首 ペ さ ネ ッ ト と 組む 組 半 
工作 が 反 ネ タニ ヤ フ と いう 1 点 で 折 合 いつ けた 上 呉 越 同 舟 の 寄合 世帯 、 し か も アラブ 政党 ラ アム 参加 の お か 
げ で 61 議席 確保 、 の 新 連 立 政権 に 前 途 不安 な が ら 期 限 ギ リ ギリ 清 ぎ つ け る 6 月 2 日 まで ]、 パ レス チ ナ 
住民 に 対す る 残酷 な 暴力 の 爆発 と それ へ の 抵抗 の 嵐 の よう な 拡大 と が 激突 し あう 。 

エル サレ ム と ヨル ダン 川西 岸 で の パレ スチ ナ 人 の 礼拝 所 や 市 民生 活 へ の 襲撃 ・ 衝 突 ノ 厳 
重 に 封鎖 され た ガザ 地帯 か ら の ロケ ッ ト 弾 に よる 反撃 に 対し て 懲罰 と し て の イス ラ エ ル 軍 
の ガザ 猛 爆 ・ 破 壊 と いう 惨劇 プ が くり ひろ げ ら れ た 。 絶え 間 な い イ スラ エル の ガザ 攻撃 の 
中 で も 「 鉛 の 鋳物 ]」 作戦 2008 暮 ~9 年 1 月 ) や 「 保 護 の 崖っぷち 」 作戦 (2014 年 7-8 月 ) に 匹敵 
する 破壊 度 だ っ た が 、 と これ に 対抗 する ハマ ー ス の ロケ ッ ト 弾 の 威力 が 強化 され た と と / ノ 西 
岸 を 越え を て イス ラ エ ル 領 内 の イス ラ エ ル 国 籍 パレ スチ ナ 人 に まで 抵抗 運動 が 拡大 し て し ま 
っ た と こと は 、 イ スラ エル 国家 に と っ て 由 々 し い 事 態 だ 。 

ラー マッ ラー と ガザ に 分 死 し 対立 する パレ スチ ナ 指 導 部 の 停 頓 ・ 腐 敗 ・ 混 迷 ・ 矛 盾 は 、 
深刻 で ある 。2021 年 5 月 -6 月 の パレ スチ ナ 民 衆 の 抵抗 の 土台 (主体 性 ) に は 、2005 年 以 


来 テ ラーマ ッ ラー で 大 統領 の 座 か ら 動 か な い 85 歳 の マフ ムー ド ・ ア ッ パ バー ス が 2021 年 1 月 
や っ と 立法 評議 会 選挙 (5 月 末 ) と 大 統領 選挙 (7 月 末 ) の 実施 を 予告 し た の に 、4 月 末 そ れ ら の 
無期 延期 を 発表 し た 背信 へ の 怒り が ある こと と を 見 落と し て は な ら な い だ ろ う 。 政 治 的 指導 
力 を 期待 され て いた 1978 年 生ま れ の 人 権 活動 家 ニ ザー ル ・ バ ナー ト が 6 月 24 日 西岸 へ ブ 
ロン の 自宅 で パレ スチ ブナ 自治 政府 の 治安 部 隊 に よっ て 逮捕 され た の ち 、 拘 置 所 で 殺害 され 
た 。 し か し 、 第 2・ 第 3 の ニニ ザー ル が 現れ る だ ろう 。 パ レス チ ナ の 民衆 は 自分 た ちの 抵抗 
の 陣 型 を 自力 で 変革 し て いく 道筋 を 模索 し て いる の だ 。 し か し 、 そ の よう な 内 外 で の 闘い 
が いま 、 絶 望 的 な まで 孤立 無援 の 苦境 に 追い 込ま れ て いる こと も また 、 確 か だ 。 

シリ ア や リビア の 内 戦 、 サ ウジ アラ ビア 主導 の アラ ブ が アラ ブ を 殺す イエ メン 戦争 な 
ど 、 国 家 解体 の 進行 。 レ バ ノ ン 経 済 の 惨 民 た る 破綻 。2020 年 9 月 アラ ブ 首 長 国連 邦 と バハ 
レー ン が ロ 火 を 切っ た 対 イ スラ エル 国交 樹立 の 波 の スー ダン ・ モ ロッ コ へ の 拡大 [いわ ゆ 
る 「 ア ブラ ハム 合意 」 の 延長 ] サ 。 こ れ ら が 、 イ スラ エル の 「 ユ ダ ヤ 民 族 国家 」 へ の 純化 と 
いう 人 種 主義 を 促進 し 、 現 代 の アマ レク びと ※ ニ ペレ スチ ナ 人 の 除去 ・ 消 減 と いう 新しい 
民族 浄化 ・ 新 し い ホ ロコ ー ス ト に 道 を 開か な いと は 限ら な い 。 

※ 聖 書 サ ム エ ル 記 上 15 章 

パレ スチ ナ の 2021/5-6 が 、 し か し 、 世 界 中 で パレ スチ ナ の 現状 に 対す る 同情 と イス ラ 
エル 批判 と を 引き 起こ し た こと は 確か だ 。 米 国 議会 で は 、 毎 年 40 億 ドル も の 対 イ スラ エ 
ル 援 助 を [人権 侵害 の 見 地 か ら 対外 軍事 援助 供与 の 禁止 を 定め た ] リー ヒー 法 に 基づき 停止 する 要 
求 が 与党 民主 党 内 (パニ ー・ サ ンダ ー ス 、 ベ ペッ ティ ・ マ ッ コ ラム 、 ラ シー ダ ・ ト ライ ブ 、 イ ル ハ ン ・ オ 
マル 、 ア レク サン ドリ ア ・ オ カシ オ - コ ル テ ス 、 プ ラミ ラ ・ ジ ャ ヤメ パル ら の 議員 ) か ら 提 起 さ れ た 。 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 ワ クチ ン 接 種 で 世界 の 先頭 を 行く イス ラ エ ル の 占領 支配 地 住民 へ の 差 
別 ・ 無 責任 に も 批判 が 向け られ る 。 ニ ュー ヨー ク ・ タ イム ズ 紙 は 5 月 26 日 イス ラ エ ル の 
空爆 で 命 を 落と し た パレ スチ ナ の 子ども た ち 69 人 の 顔 写真 を 1 面 に 掲載 し た 。 ア イス ク 
リー ム の ベン ジェ リー ズ 社 は 、 イ スラ エル の 入植 政策 反対 の 立場 か ら 、 占 領地 で の 販売 
を 取り や め る と 決め た 。 イ スラ エル に 自制 を 求め る だ け で な く 、 対 イス ラ エ ル BDS( ボ イ ュ 
ッ ト ・ 投 資 引 き 揚げ ・ 制 裁 ) の 動き が 世界 的 に 拡がっ て いる 。 


半 世 紀 後 に 東京 を 追悼 〈= ニ 政治 化 〉 の 場 に し た も の 。 

東京 オリ ・ パ ラ 2021 は 、 ま さ し く 以上 の よう な 状況 の 中 で 開催 され た [五輪 大 会 の 期間 中 
の 7 月 31 日 オマ ー ン 沖 公海 で 1 イスラ エル 人 富豪 エ ヤ ャ シル ・ オ フェ ル の ゾディアック 海運 が 運用 する 日 本 籍 
タン カー マー サー・ ス トリ ー ト 号 が ドロ ー ン 攻撃 を 受け シー マニ ア 人 船員 と 英国 人 が 死亡 〔 中 部 シリ ア の 
空港 を 攻撃 し た イス ラ エ ル へ の イラ ン の 報復 か J、8 月 6 日 G7 外相 会 議 は イラ ン 非 難 の 共同 声明 、 も 一例]。 
また も や 対 パ レス チ ナ 威圧 ・ 空 爆 で 世界 の 堆 避 ( ひ ん し ゅ <) を 買っ た ば か り の イス ラ エ ル に と 
っ て イメ ー ジ チェ ンジ 戦略 は 重要 で あり 、 そ れ が 東京 五輪 で 展開 され る の は 、 自 然 な こと 
だ 。 そ こ で 懸案 の 五輪 開会 式 で の ミュ ン ヘ ン 犠 牲 者 追悼 問題 が 浮上 する 。 こ うし て 7 月 23 
日 新 国立 競技 場 に お ける 開会 式 で は 、 パ ン デ ミッ ク に より 亡くな っ た 人 々 お よび 1972 年 





ミュ ン ヘ ン 競 技 大 会 に て 殺害 され た イス ラ エ ル 代 表 団 の 11 名 へ の 黙 待 が 行わ れる こと に 
な っ た 。 十 分 に は 明らか で な いそ の 経緯 を 推理 し て みよ う 。 


まず 、 準 備 段 階 で で スラ エル - サ イド と の 関係 に お ける IOC の 取り 組み 姿勢 を 考え る 。 
ミュ ン ヘ ン 五 輪 事件 か ら 40 年 の 2012 ロン ドン 大 会 に 際 し 、 こ れ を 逃す べき で な い 機 会 
と 見 た イス ラ エ ル は オバ マ 米 大 統領 は じ め 英 ・ 独 両 政府 の 支持 $ 取 りつ け 、 開 会 式 黙 和裕 の 
実現 に 圧力 を か けた が 、 ロ ゲ IOC 会 長 は 「 ノ ン 」 を 貫い た [09 年 1 イスラエル の ガザ 猛 襲 の 後 、 
村上 春樹 は エル サレ ム 賞 受賞 講演 で 「 壁 」〔 強 大 な た シス テム 〕 で な く 「 卵 」 (脆く て も 抵抗 する 魂 )】 の が わ に 立 
つと 言い きる が 、「 イ スラ エル の 暴虐 」 印象 が 拭い が た く 世 界 の 底流 に あっ た ]。 大 会 と は 別に 追悼 の 
催し が ロン ドン と フュ ルス テン フェ ルト ブル ッ ク で 行なわ れる こと は 認め た 。 ミ ュ ン ヘン 
40 周年 に あたっ て の ロ ゲ の 方 針 は 「 決 定 打 」 の よう に 見 えた 。[2021 東京 五輪 が これ を くつ が 
え し た 後 、 パ ラ 期 間 中 の 8 月 29 日 、IOC 終身 名 誉 会 長 ロ ゲ の 死 が 伝え られ た の は 感 居 深 いこ と だ 。] 
2016 リオ デジ ャ ネイ ロ 大 会 で も 、 今 度 は 14 年 夏 50 日 に わた る ガザ 破壊 と いう 因 緑 が 
繰り 返さ れる 。 た だ 、 こ と こ か ら 相 手 は IOC 史上 初 の ドイ ツ 人 会 長 ト マス ・ バ ッ ハ だ 。 反 ユ 
ダ ヤ 主 義 の 歴史 (「 聖 体 の パン の 冒 法 」 や 「 儀 式 殺 人 」 の 噂 一 つ で 虐殺 ・ 略 春 ・ 追 放 の 嵐 来 っ た 中 世 ) ブ 
ナチ 時 代 の 「 ホ ロコ ー ス ト 」 プ ミュ ン ヘ へ ン 事 件 プ の 負い 目 を 抱 を る ドイ ツ 人 。 バ ッ ハ は 、 
公式 の 大 会 行事 化 を 拒む 既定 路線 を 護る 代わ り 、 大 会 スケ ど ジュ ー ル の 枠外 で 有志 に よる 任 
意 の 記念 は あっ て よい と する ロ ゲ の 立場 を 受 継ぐ 。2016 リオ で は さら に 選手 村 片 隅 の 茂み 
が 内 密 の 哀悼 空間 と され 、 オ リン ピア 産 の 石 2 個 を 納め た ガラ ス 容 器 が 暗号 の ご と く 目 印 
と され た 。 と の よう な 姿勢 が バッ ハト 会 長期 の IOC の 方 針 と し て 定着 し た か と 見 えた 。 
東京 五輪 が 1 年 延期 と な っ た 2020 年 は 、IOC 内 部 で 憲章 規則 50 を 人 権 ・ 尊 厳 の 角度 か 
ら 見 直す 動き が 進ん だ 。 米 国 で 2013 年 以来 の BLM (「 黒 人 の 命 ゃ 大 事 」) 運動 が 警官 の 暴行 に 
よる ジョ ー ジ ・ フ ロイ ド の 窒息 死 を 機 に 大 爆発 し た こと に 対応 し て 、 種 目 別 国際 組織 で も 
グ 各 国 五輪 委員 会 で も プ 競 技 者 個人 と し て ゃ も ノノ 規則 50 の 問題 点 を 公然 と 表明 ・ 議 諭す る 
よう に な っ た か ら だ 。 そ の 結果 が オリ ・ パ ラ 本 番 に か け て 続々 と 表面 化す る [サッ カー ワー ル 
ドカ ッ プ ・ ア ジア 予選 で ミャンマー 選手 が 国家 斉唱 で 軍 ク ー デ タ に 不服 従 の 3 本 指 立 て る 人 種差 別 へ の 
抗議 と し て の 片 膝 つ く ポ ー ズ (米国 サッ カー 連盟 が 起源 と され る ) が 五 輸 女子 サッ カー 英国 vs. チ リ 戦 で 共 
同 ポ ー ズ と な り 一 挙 に 拡大 、 日 本 チー ム も 採用 / 全 米 オ ー プ ン ・ テ ニス で 試合 ど と に 黒人 犠牲 者 の 名 入り 
マス ク を つけ 登場 し た 大 坂 な お み が 聖 火 最終 ラン ナー に 選ば れる ノ 同 性 愛 公表 の 米 陸上 砲丸 投げ 選手 が 表 
ジジ 台 で LGBTO の 被 差 別 ・ 被 抑圧 者 連帯 の サイ ン と し て 頭上 で 両手 を X に 交差 だ / さ ベラルーシ の 女子 陸上 
アス リー ト が 強制 帰国 命令 を 拒否 し て ポー ラン ド 選 命 ノ 等 々 ]。 

規則 50 見 直し は 、 バ ッ ハ 会 長 の 立場 で は 、 咽 待 問題 対応 と も 関連 する 。 だ が 一 般 論 と 
し て 見 直し は 、 ア スリ ー ト の 尊厳 と 名 誉 を 問題 と する と と ころ で 、 上 既成 の 国際 的 ・ 国 家 的 秩 
序 を 乗り 越え ん 、 グ ロー バル な 人 類 的 レベ ル の 市 民 の 正義 と 連帯 の 視座 を 求め る 課題 に つ な 
が る 。 それは 1972 ミュ ン ヘ ン 五 輪 事件 を 観る 眼 に も 転換 が 求め ち れ て いる と いう 感覚 と 
も 結び 付く だ ろう 。 リ オ 五 輸 2016 か ら 組織 され た 難民 オリ ン ピ ッ ク 選 手 団 が 増強 され て 


いる 意義 は 高く 評価 され る べき だ 。※ これ に 触れ た 批評 は 日 本 国内 で は 皆無 に 近い 。 

※ https://olympics.com/ioc/refugee-olympic-team-tokyo-2020 

イス ラ エ ル - サ イド で は 、 従 来 の 持続 的 要求 が 当然 活き て いる も の と し て 、 先 手打 つ 促 進 
打上 げ は 特段 な か っ た よう に 見 られ る 。 上 記 の よう な 1OC の 既定 方 針 の 壁 が ある 上 、 中 東 
局面 で の 独り 勝ち 状況 に よる 慢心 プア パン デミ ッ ク に よる 延期 プ ト ラ ンプ 政権 退場 と イス ラ 
エル 政局 の 混迷 ププ な ど に よる で あろ う 。 だ が 、 バ ッ ス 会 長 の 五輪 大 会 開会 前 の 広島 訪問 へ 
の 執心 は 、 イ スラ エル が わ の いか な る 動き に も 対応 で きる 伏線 と し て 、 被 爆 者 は じ め 広 島 
市 か ら 五輪 関係 者 へ の 8 月 6 日 午前 8 時 15 分 の 黙 街 参加 の 要請 に は 応え [られ ] な いと い 
う 含 み が 、 そ の 要因 の 一 つ だ っ た の で は な いか 。 以 上 の 観察 か ら 、 東 京 五輪 開会 式 で の ミ 
ュ ン ヘン 犠牲 者 追悼 行事 は 、 も と も と IOC が 計画 し て いた も の だ っ た と は 考え に くい 。 





そこ で 、 日 本 の 組織 委員 会 な いし 東京 都 ・ 政 府 の 姿勢 に 目 を 移す 。 周 知 の よう に 、 東 京 
五輪 の 準備 過程 で は 、 不 祥 事 あ る い は 不正 疑惑 で 責任 者 が 身 を 引く 事態 が 多数 発生 し た 。 
五輪 招致 委員 会 の 竹田 恒 和 理事 長 の 贈 周 疑惑 が その 起点 。 延 期 時 に ゃ 種々 。 開 催 年 早々 に 
日 本 オリ ・ パ ラ 組 織 委員 会 の 森 喜朗 会 長 が 女性 蔵 視 発言 で 辞任 し 後任 問題 の 混乱 。 つ いで 
開閉 会 式 演出 の 総合 統括 者 = 佐々 木 宏 が 出演 予定 者 を 容姿 に 関し て 傷 辱 す る メッ セー ジ で 
辞任 。 開 催 4 日 前 に 五輪 開会 式 冒頭 部 の 作曲 者 = 小山 田 圭吾 が 学生 時 代 の 障害 者 イジ メ の 
回 顧 記事 へ の 批判 を 受け て 辞任 、 急 ぎ 差し 替え 曲 発注 と いう 騒動 。 そ し て 開会 式 の 前 々 夜 
か ら 前 日 に か け て 開会 式 演出 の 全体 調整 、 シ ョ ー デ ィ レ クタ ー テ 小林 賢太 郎 ( 元 コ メデ ィ ア ン 
で 脚本 家 ) の 過去 を めぐ る SNS 上 の 炎上 が ロサ ンジ ェ ル ス の [ユダ ヤ 人 人 権 擁護 / 反 ユダ ヤ 主 義 摘 
発 ノ 機 関 =] サ イモ ン ・ ウ ィ ー ゼ ンタ ー ル ・ セ ンタ ー(SWO) の 小林 非難 声明 ※ を 呼び 起こ し 、 
組織 委 は 22 日 午前 小林 を 解任 。 どうやら これ が 開会 式 黙 待 問題 に つなが る よう だ 。 

※ https://www.wiesenthal.com/about/news/swc-condemns-anti-semitic-1.html 

事柄 の 主要 点 を 整理 する と 、 
① 7 月 23 日 開会 式 を 控え て 日 本 時 間 21 日 タダ から 22 日 朝 ま で の 間 、 高 橋 浩 祐 に よる 小林 

批判 も る 含め 、 主 と し て ツイ ッ タ ー 上 で 展開 され た 話題 の そもそも の 提起 者 は 小林 本 人 

で あ り ( 他 の 受動 的 引責 事件 と 違う )、 そ れ は 1998 年 パー フォ ー マ ー 時 代 の 思い 出 と し て 、 今 

や 普通 に は 参照 が 困難 な ビデ オ ・ コ ント で の 番組 企画 テー マ 案 の 潰し 合い 場面 で 「 ユ 

ダ ヤ 人 大 量 惨 殺 ど ご っ こ を や ろう 」 と いう フレ ー ズ で ふざけ た 「 実 話 BUNKA タブ ー」 

紹介 だ っ た ( 反 ユ ダ ヤ 主 義宣 伝 か ? 疑問 。 反 省 文 で 不 護 慎 表現 と 謝る べき 点 を し っ か り 謝 っ た の は 

妥当 。 思い出 す 23 年 前 の 自分 に つい て の 語り は 、 高 橋 の 議論 の 優等 生 的 割り 切り より 含 落 が ある )。 
② サイ モン ・ ウ ィ ー ゼ ンタ ー ル ・ セ ンタ ーSWC の 介入 局面 で 関与 が 浮か ぶ 中 山 泰 秀 防衛 

省 副 大 臣 ( 衆 議院 議員 〔 自 民 党 ]、 内 閣府 副 大 臣 兼 任 、 日 本 - イ スラ エル 友好 議員 連盟 事務 局長 ) は 22 

日 午前 2 時 自身 の ツイ ー ト で 小林 の 五輪 で の 役割 や 資格 に 問題 が ある こと に つき SWC 

に 知ら せ た の は 自分 だ と 公表 し た が 、 そ の 後 、 自 分 が 連絡 し た と き に は SWC 声明 の 

用 意 は 進ん で いた 、 と ゃ も 述べ て いる よう で ある 。 い ずれ で あれ 、 不可解 な の は 、 政 府 





の 要 路 に ある 人 が 、 五 輸 大 会 の 運営 上 懸念 され る 問題 に 遭遇 し た 場合 、 そ の 情報 を 政 
府内 また オリ ・ パ ラ 組 織 委員 会 の し か る べき 責任 者 に 知ら せ て 対策 を 協議 する は ず だ 
が 、 そ れ よ り ま ず 外 国 の 調査 機関 に 対し 日 本 国民 個人 に 関し て 密告 ・ 告 発 に も 似 た 情 
報 提供 を する ば か りか 、 日 本 国 の 五輪 取り 組み の 弱点 を 暴露 する よう な 動き 方 を 何故 
あえ て し た の か 、 と いう 疑問 で ある 。 こ れ に 先立ち 、 中 山 防衛 副 大 臣 は イス ラ エ ル ・ 
パレ スチ ナ 衝 突 に 際 し て 5 月 11 日 「 私 た ちの 心 は イス ラ エ ル と と も に あり ます 」 と ツ 
イー ト し た こと と が 、 国 会 で も メデ ィ ア で も 日 本 の 外交 上 の 立場 に 反する と し て 問題 視 
され た 。 政 府 全 人 が 、 し か も ゃ 西 イ ンド 洋 ・ ア ラビ ア 海 ・ 紅 海 周辺 で 不測 の 戦争 発生 の 
危険 が 充満 し て いる 条件 下 で 任務 に 就く 自衛 隊員 の 安全 に 責任 を 負う 立場 の 者 が 、 個 
人 的 好 悪 や 思い 入れ か ら 邦 人 に 危険 を 及ぼ し か ね な い 不 用 意 発言 を し た り ン 外国 機関 
の エー ジェ ント と み ら れ て も 仕方 な い 行動 を と っ た り プ する こと が 放置 され て いる [ 官 
房 長官 は 〔5 月 の 行為 を 〕 個人 的 発信 で コメ ント で き な い と 言い 、 組 織 委員 会 会 長 は (SWC 声明 に 
関し て 〕 中 山 か ら の 連絡 は な いと 言う だ け ]。 国家 の 機構 上 の 危機 的 状況 が は し な くも 赴 呈 し 
た 。 極 言 す れ ば 、 満 州 事変 に 向かう 関東 軍 謀 略 の 独走 段階 を 連想 させ る 。 

オリ ・ パ ラ 組 織 委員 会 は サイ モン ・ ウ ィ ー ゼ ンタ ー ル ・ セ ンタ ーSWC の 態度 と それ が 
も た ら す 国際 的 影響 を 重大 な も の と 深刻 に 受け と め た よう だ 。 も ちろ ん IOC と の 打ち 
合わ せ は 必要 、 徹 夜 で 働い た と いう 。「 不 祥 事 連続 」 の 泥沼 、 開 会 式 直前 ほとん ど 時 間 
切れ の 切迫 度 、SWC 声明 へ の 世界 の メデ ィ ア の 関心 、「600 万 の ユダ ヤ 人 の 記憶 を 人 刊 
辱 す る 」 と いう 評定 、… 非 常 事態 だ / と いう 心理 的 恐慌 状態 。 危 機 管理 の 応急 処置 が 
求め られ た 。 肝 の 据わっ た 見 識 あ る リー ダー は 不在 、 対 応 者 に は 、 ネ ッ ト 上 の 騒ぎ や 
それ に 便乗 する 動き の 浅はか さ に 気付 く 余裕 も な か っ た 。 ま ず は 小林 賢太 郎 「 棚 免 」 
と いう 厳 凡 処置 、 次 に どこ か ら な か 【〔 見 当 は っ く が ) 急 に 湧き 出 た ミュ ン ヘ ン 犠 牲 者 黙 和裕 と 
いう 「 知 恵 ]」。 五 輪 を 強行 する に あたり 決ま っ て いた パン デミ ッ ク で 逝っ た 人 々 の 慰霊 
に それ を 加え る 応急 策 に は 、 平 穏 円 満 な 開催 を 望む バッ ハ へ 会 長 も 異議 は な か っ た だ ろ 
う 。 ア ブラ ハム 合意 拡大 の 情景 が な それ へ の 反発 を 当座 (会 長 在任 中 ) は 招 か な いと いう 情勢 
判断 が あり 、IOC が 責任 を 負う その 処置 も 開催 国 日 本 の 発 意 と 懇 請 と いう 背景 GWC の 
保証 ) が 見 え 見 え だ と いう 読み が あっ て の と こと 。 

オリ 開会 式 終 了 後 、 イ スラ エル を 含む 海外 の 報道 や 評論 で 、 小 林 の 23 年 昔 の 冗談 は 
別に 反 ユ ダ ヤ 主 義 な ど で な く 態 免 な ど と ん で も な い 、 と いう 声 が 上 が り 、 日 本 社会 は 
ジョ ー ク の 切れ 味 を 競っ て 楽し む 文化 を 解 し な い 野 暮 天 と いう こと に な り だ し た 。 押 
せ ば 呑む お 人 好 し ・ 交 渉 べ タ 日 本 を 憐 れ む 感覚 や 、 さ ら に 拡 が ろ う 。 他 方 、 映 裕 実現 
を 感激 し て 祝う 人 た ち は 、 も ちろ ん いる 。 イ スラ エル の ベネ ッ ト 首 相 は 、 和 黙 待 直 後に 
「 重 要 か つ 歴 史 的 な この 瞬間 を 歓迎 する 。 彼 ら ( ミ ュ ン ヘン の 犠牲 者 た ち ) の 記憶 に 祝福 あ 
れ 」 と ツイ ー ト し た 。 つ い に 踏 み 切 っ た バッ へ 会 長 に 、[ 人 怪我 の 功名 な が ら ] 日 本 政府 に 
も ゃ 、 熱 烈 な 感謝 の 辞 が 飛び か っ て も いる 。 

駐日 イス ラ エ ル 大 使 館 (東京 ) は 、8 月 1 日 大 使 公邸 で 「 ミ ュ ン ヘン ・ オ リン ピッ 


ク 虐 殺 事 件 犠牲 者 公式 追悼 式典 」 を 催し 、 遺 族 未 亡 人 ら に 加え て 、 小 池 百合 子 知事 、 

トマ ス ・ バ ッ ハ 会 長 、 丸 川 珠代 大 臣 、 橋 本 聖子 組織 委 会 長 、 国 場 幸 之 助 外相 政務 官 が 
主 質 と し て 招 か れ 、 本 国 か ら ヒ リ ・ ト ロッ さ ペル 文化 ・ ス ポー ツ 大 臣 が ビデ オメ ッ セ ー 
ジ を 寄せ 、 ヴ ァ イ オ リン 演奏 と 合唱 の 文化 行事 も あっ た と いう 当日 の 式典 の 模様 を 伝 
える 記事 を 、 ウ エ ブ サ イト に 載せ て いる 。 そ と で は 、 ヤ ッ フ ァ ・ ベ ン ア リ 大 使 の 式辞 
と 小池 知事 の 挨拶 の 要旨 が 採録 され て いる 。※ こと で また 一 つの 推論 だ が 、 こ の 式典 
は すでに 観察 し た IOC の 既定 方 針 に 沿っ て 、 バ ッ へ 会 長 も 合意 の 計画 と し て 早く か ら 
準備 され て いた も の で あろ う が 、7 月 23 日 の 開会 式 を 経た 時 点 で 、 主 質 の 招き 方 ・ 並 
び 方 が あら た め て 調整 され ん た の で は な いか 。 イ スラ エル が わ で 日 本 の 2021 オリ ・ パ ラ 
最終 公式 布陣 に 対す る 評価 ・ 期 待 を 大 きく 変化 させ た の で は な いか と 思わ れる 。 


※ https://embassies.gov.1/tokyo/NewsAndEyents/ 





以上 、1972 ミュ ン ヘ ン 五 輸 大 会 が パレ スチ ナ 問 題 の 中 に どの よう に 位置 づけ られ る べき 

か が 半 世 紀 に わた っ て 問わ れ 続 け て きた あげ く 、2021 東京 五輪 大 会 に お いて 、COVID-19 
パン デミ ッ ク の 死者 た ちの 追憶 と 組合 せ 、 取 っ て 付け た よう な わざ と らし さ で ミュ ン ヘ ン 
の イス ラ ェ エル 人 犠牲 者 を 伸 ぶ 黙 矯 が 付け 加え られ た 経緯 を 検討 し た 。 こ こ で の 推理 は 、 事 
象 の 偶発 的 展開 の 把握 に お いて 基 末 な 過程 へ の こだわ り と 見 える か も し れ な い 。 し か し 、 
オリ ・ パ ラ 批 評 に お ける 日 本 と 海外 と の 関心 の ズレ を 眺め て 、 ま ず そ こ に 現在 の 日 本 人 の 
視野 狭 鶴 や 国際 政治 音痴 の 問題 性 が 象徴 的 に 横たわっ て いる こと を 見 い だ し た 。 ま た 、 占 
末 に こそ 、 世 界 大 の 人 類 的 課題 その も の と それ へ の 順当 な 取り 組み 方 の 暗示 と が 凝集 され 
て いる は ず だ と いう 、 私 の 年 来 の 主張 を 繰り 返し た く な っ た 。 将 来 、 ヨ リ 堅 固 な 証拠 ・ 証 
言 と それ ら の 解析 に 基づい て 、 検 証 が 加え られ る こと を 希望 する 。 


と も あれ 、 欧 米 中 心 の 秩序 が 終 六 を 迎え つつ ある 世界 で 、2021 東京 五輪 開会 式 の 黙 裕 に 
闇雲 ( ャ ミク モ ) ミ ュ ン ヘン 持ち 込み が 起き た 物語 が 、 日 本 社会 の 未熟 さ の 汚点 と し て 語ら れ 
る こと に な る の は 避け られ な い だ ろ う 。 ミ ュ ン ヘン の イス ラ エ ルル 人 犠牲 者 を 追悼 し た 小池 
都 知事 が 、 関 東大 震 災 時 の 朝鮮 人 虐殺 犠牲 者 の 追悼 式典 に は 追悼 文 送付 を 引続き 見 送っ た 
と と は 、 植 民 地 主義 克服 と いう 人 類 史 的 課題 に 関し て 、 日 本 社会 の 救い が た い 惑 乱 状態 、 
すなわち 人 類 社 会 の な か で 憐れみ の 眼 で 見 られ る その 孤立 状態 を 、 映 し 出す も の で ある 。 


III] アフ ガニ スタ ン で の 米 NATO 軍 反 テ ロ 戦 争 の 末路 


「 誰 も 予想 で き な か っ た 」 と いう 言い わけ 
五輪 大 会 が あと 半月 に 迫っ た 7 月 8 日 、 バ イデ ン 大 統領 が ホワ イト ハウ ッ ウス か ら の 演説 
で 、8 月 31 日 まで に アフ ガニ スタ ン 在 留 米 軍 を 完全 撤退 させ る と いう 決定 を 発表 し た 。※ 


※ https://www.whitehouse.gov/briefing-room/speeches-remarks/2021/07/08/ 








これ に 接し た 途 端 私 の 脳 神 に 浮か ん だ の は 、 菅 政権 が そこ に 命運 を 賭け て いる 2021 東京 
オリ ・ パ ラ 大 会 の [ 無 観客 で あれ ] 比類 な き 一 大 国際 イベ ント 性 へ の 期待 が 行事 途中 で 一 挙 
に し ぼ む 危う さだ っ た 。 

その 1 週 前 の 7 月 2 日 、 米 ・NATO 軍 は バグ ラー ム 空 軍 基 地 [ソ連 軍 侵 攻 以 来 ア アフ ガニ スタ 
ン を 制す る 者 に と っ て 首都 カー ブル を 折 ( や く ) す る 戦略 拠点 . 景色 は 松本 空港 を ヨリ 雄大 に し た 感じ . 標高 
は 松本 空港 の 658m に 対し バグ ラー ム 空 港 は 1492m] か ら す で に 撤収 を 終え を て いた の で ある 。 
[2019 年 11 月 28 日 トラ ンプ 大 統領 が 電撃 訪問 の バグ ラー ムラ 基地 で ター リバ ー ン と の 交渉 再開 を 発表 
20 年 2 月 29 日 トラ ンプ 政権 は ター リバ ー ン と の 和平 合意 文書 (20 年 5 月 まで に 米兵 5 千 名 撤収 、21 年 
4 月 末 ま で に 米 ・NATO 軍 の 完全 撤退 を 約 す ) に 署名 21 年 4 月 14 日 バイ デン 大 統領 は 9 月 11 日 を 期 
限 と し て 〔 す で に 激減 の 〕 米 軍 を 完全 撤退 させ る と 声明 が 前 提 に あっ た の だ か ら 、] アフ ガニ スタ ン 
人 偶 な ぃ ら ぃ ) 政 権 見 殺し は すでに 明らか だ っ た 。7 月 8 日 バイ デン が 十分 な 装備 ・ 訓 練 で 
強化 され た アフ ガン 政府 軍 が 後 を 引受 ける と 吹聴 / 米 軍 へ の 協力 者 お な よび その 家族 の 安全 
退避 ・[ 特 別 移民 ダヴィ ザ に よる] 受け 入れ 保証 を 自負 ゲ プ し た の は 、 駐 留 (占領 征服 目的 が 「 国 造り 」 
で は な か っ た と 公言 する 無責任 表明 と あい まっ て 、 事 実 上 の 敗退 ・ 投 げ 出し 逃走 を 早 手 回 
し に 立 塗 し て みせ る も の で あっ た 。 

ター リバ ー ン 勢力 の 「 予 想 外 」 の 急速 な 全国 主要 都市 制圧 プ どこ と と に 8 月 15 日 カー ブル 
再 占 領 に よる 「 情 勢 急 変 」 ノ そこ で 猛烈 に 強調 され は じ め る 「 ア フ ガ ニス タン 人 道 危機 」 
ン の 宣伝 は 、 い ずれ も 、 国 際 的 に は アフ ガニ スタ ン 問 題 の 誤認 ・ 意 図 的 操作 ・ 弁 解 の た め 
で あり 、[ 反 テロ 戦 争 初期 「 ア フ ガ ニス タン の 復興 支援 」 の 国際 的 「 音 頭取 り 」 の 先頭 に 立っ た と と な ど 忘 れ 果 て 、 
ベ ペシャワール 会 の 故 ・ 中 村 哲 さん 〔 カ カム ラド 〕) に すべ て お 預け の ] 日 本 で は オリ ・ パ ラ 報 道 を 救援 する 
「 言 い 訳 」 装置 と し て 利用 され た 。 反 テロ 戦争 の アフ ガニ スタ ン 局 面 (民族 集団 間 ・ ム スリ ム 
集団 間 の 不 和 を 煽り 操作 する ) の 泥沼 に 米国 と その 同盟 国 が 沈み 込み 、 退 場 と な れ ば 、 た ち ま 
ち パ シュ トッ ン 人 主体 の ター リバ ー ン が 復権 する の は 、 自 明 の こと だ っ た 。20 年 間 、 私 は 
それ を 予告 し て きた 。 

これ を 、 五 輪 =「 平 和 の 祭典 ] の 横 合い か ら 降 っ て 湧い た と ん で も な い 展 開 、 驚 天 動 地 
の 新 事態 、 と する 説明 は 、 騙 し だ 。 人 々 か ら 嫌 われ 怖 れ られ て いる 了 邪悪 の 存在 の 再 登場 、 
国 を 棄て て 逃げ る の が 当然 、 国 際 社 会 は 人 々 の 脱出 を 助け る べき だ と 、 占 領 者 に 協力 し た 
人 々 の こと と し か 見 な い 了 見 は 、 植 民 地主 義 の 呪縛 を 振り ほど き 自 由 に な る 意識 変革 が 必要 
で は な いか 。 女 性 抑圧 の 復活 を 憂え る 人 は 、 女 性 の 自立 ・ 自 主 性 に 関し て 、 欧 米 化 の 次 元 
より も アフ ガニ スタ ン 社 会 の 変革 の 問題 と し て 考え る べき だ ろう [な お 、 ジ ェ ン ダー ギャ ッ プ 
の ラン キン グ で は 120 位 の 日 本 は 、 イ スラ ー ム 圏 グ ループ の 一 員 と 言っ て よく 、 自 分 た ち 自 身 の こ と は 棚 
に 上 げ て 最 下 156 位 の アフ ガニ スタ ン を と と さら に 心配 し て 見 せる 立場 で は な い ]。 ※ 


※ World Economic Forum, Global Gender Gap 2 の 27, p. 10. TABLE 1.1 http://www3.weforum.org/docs/WEF_GGGR_2021.pdf 





真剣 勝負 の 国際 人 人 と し て の アフ ガニ スタ ン 民 衆 
アフ ガニ スタ ン は 西 ア ジ ア ・ 南 アジ ア ・ 中 央 アジ ア が 交錯 する 内 陸 の 山岳 国 で 、18 世紀 





半ば に 多 民 族 が 割拠 する 国 と し て 形 を な し た 。 古 代 以来 の バー ミヤ ン 由 谷 の 摩 崖 仏 や 麻薬 
の 産地 な どの イメ ー ジ か ら 、 日 本 人 は 「 隔 絶 の 地 」 感覚 に ひたる 。 だ が 、 ア フ ガ ニス タン 
は 中 国 の 隣国 だ か ら 、 日 本 に と っ て は お 隣 さ ん の お 隣 さ ん だ 。 こ の こと は 、 今後 どの よう 
な 意味 を も つ だ ろう 。19 世紀 、 英 国 と ロシア は それ ぞ れ の 葵 力 節 囲 の 境界 線 を 定め る た め 
に アフ ガニ スタ ン に 軍事 干渉 し た 。20 世紀 に は 、 ア フ ガ ニス タン に 侵攻 し た ソ連 軍 を 追い 
返す た め 、 米 国 は イス ラー ム 世 界 か ら 集 め た ムジ ャ ー へ ディ ー ン (ムスリム 義勇 兵 た ち ) を 利用 

し た 。 ア フ ガ ニス タン は 「 帝 国 の 墓場 」 と も 呼ば れる 。 外 国 支配 に は 徹底 的 に 闘う 。 英国 
の イン ド 支 配 は 、 第 1 次 世界 大 戦後 アフ ガニ スタ ン に 拠点 を 移し た ヒラ ー フ ァ ト (オス マン 
帝国 以来 の カリ フ 制 の 擁護 + 反 英 ) 運 動 と 連結 し た イン ド 独 立 運動 の 高揚 に 因 か され た 。 ソ 連 は 
アフ ガニ スタ ン 侵 攻 の 消耗 戦 を つう じ て 連 邦 崩 壊 へ と 向かっ た 。 ターリバーン は イラ ク 民 
衆 と と も に 米国 の グロ ー バ ル 和 覇権 を 衰退 へ の 道 に 引き ずり 込ん だ 。 

アフ ガニ スタ ン 民 上 衆 は 山奥 で 因 習 に し が みつ く 無 学 の 人 々 と 片付け られ な い 。 彼ら は 、 
20 世紀 半ば 過ぎ の 都市 生活 で は 欧米 に ひけ を と ら ぬ 女性 の 社会 進出 の 時 代 を 経験 し た こと 
が あり ゲソ 連 社 会 主義 の ナマ の 実態 を 批判 的 に 体験 レノ 郷土 愛着 ・ 伝 統 黒 守 の ター リバ ー 
ン が 武器 を 振り 回 す 恐 怖 の 強権 政治 を 耐え 忍び / 米 欧 民 主 主義 の 表裏 を ど カ に 観 て その 虚 
飾 と 其 暗 を 見 抜き 外国 支配 に 迎合 し た 分 子 の 腐敗 ・ 蓄 財 ・ 人 間 的 破産 の 実相 を 観察 し て 
きた 。 命がけ で 身 に つけ た 驚く べき 世界 知識 と 人 類 感覚 で ある 。※ 

※ https://d.kuku.lu/bc4498246 9.11 事件 後 の 私 の 講演 を お 目 に か ける 。 板 垣 『 イ スラー ム 誤 認 』、 岩 波 書 店 、2003. 収録 綱 の コピ ー。 

20 年 の 雌 伏 と ドー ハ で の 外交 活動 で 、 タ ー リ バー ン は も は や 20 年 前 の それ で は な い 。 
米国 が も た らし 置い て いっ た 最新 鋭 兵 器 が 、 そ し て 空軍 まで も が [整備 や 訓練 の ノウ ハウ まで 
含め て ]、 手 中 に 転がり 込ん だ 。 [解放 戦争 が 成就 し た と き 、 敵 と 通じ た コラ ボレー ター や 漢 好 が 裁判 
で 追及 され た 欧州 や 中 国 の よう に で は な く ]* 駐留 外国 軍 が 去り 国家 変革 に よっ て 新 体制 が 形成 
途上 に ある 現在 の アフ ガニ スタ ン で は 旧 公 務 員 は 排除 し た り 処 刑 し た りす る どこ と ろ で は な 
く 、 協 力 者 に 変貌 させ る 寛容 こそ 緊要 で ある 。 し か し 、 人 間 の 組織 を 変え る の は 簡単 で は 
な い 。 新 た な ター リバ ー ン 統治 は 、 多 民族 社会 の 共生 国家 建設 の 面 で 、 ま た 国際 的 承認 ・ 
協力 ・ 援 助 を 得 て い く 面 で 、 あ また の 困難 に 直面 する の は 間違い な い 。 お そら く ア フ ガ ニ 
スタ ン 政 治 に 大 き な 構 造 変化 が 切れ 目 な く 継 起 し て いく の は 、 避 けら れ な いと と だ ろう 。 


※ 一 例 と し て 、 中 国 で 李香蘭 の 芸名 で 活躍 し て いた 山口 波子 は 、 敗 戦時 「 漢 好 」 と し て 裁判 に か けら れ た が 、 ユ ダ ヤ 人 の 親友 の 春 走 で 日 本 国籍 















































が 証明 され 、 恋 放さ れ た 。 山 口 は 国会 議員 と し て パレ スチ ナ 問 題 で 寿 走 ・ 尽 力 し た 。 山 口 激 子 ・ 藤 原作 弥 『 李 香蘭 私 の 半生 』、 新 潮 文 庫 . 














地獄 ゆき 切符 反 テ ロ 戦 争 

アフ ガニ スタ ン に お ける 20 年 間 の 反 テ ロ 戦 争 は 、 最 大 時 に は 数 十 万 の 兵力 ( 米 軍 9 万 、 有 
志 国 軍 も 合算 すれ ば 15 万 、 政 府 軍 や 戦争 請負 会 社 徴集 の アフ ガニ スタ ン 人 兵士 ・ 警 官 が 50 万 程 ) を 動 
員 、 全 期間 で 2.3 兆 ド ル を 注ぎ 込み 、 概 数 25 万 も の 死者 (内 、 女 性 と 子ども 多数 を 含む 民間 人 
10 万 人 超 、 多 国籍 軍 が わ 戦 死者 3600 [内 、 米 軍兵 士 2500 〔 戦 争 ト ラウ ッ マ で これ を 遥か に 上 回 る 帰国 後 自殺 者 
は カウ ント 外 〕]、 ア フ ガ ニス タン 人 の 政府 軍兵 士 ・ 警 官 ・ 警 備 員 な ど 約 7 万 、 タ ー リ バー ン そ の 他 の 戦闘 


員 5 万 余 ) と その 10 倍 を 超え る お び た だ し い 負 傷 者 を 出し な が ら 、 振 出し に 戻り ノ 実 質 は 大 
敗走 プ と いう 結末 と な り 、 将 来 長 く 重 い 負担 の ツケ を 残し た 。 並 行 し た イラ ク 戦 争 の 同様 
の 結果 も 組み 合わ さる 。 打 ち 切 り が むず か し い 反 テロ 戦争 の 連続 する 失敗 は 、 無 残 だ 。 

東京 オリ ・ パ ラ 2021 を [その 強行 は 多分 に 国内 政局 絡み だ っ た と し て も ゃ 、] この 年 最大 の 世界 
イベ ント の 番付 か ら 引 きず りお ろ し て し まっ た (米国 の つま ず き = ニ アフ ガニ スタ ン 戦 争 と 
その 起源 = 9 . 11 事件 〉 20 年 の 記念 。 こ れ が 国内 政局 の 転回 と 並び 、 あ っ け な く オリ ・ パ 
ラ 話 題 を 駆逐 し て 、7 月 23 日 に は ミュ ン へ ヘン 事件 黙 矯 な ど 気 に も 留め な か っ た 日 本 社会 が 
重要 関心 事 と 騒ぐ 。「 反 テロ 戦争 」 は 21 世紀 日 本 が モロ に 巻き 込ま れ た 行程 だ か ら 、 当 然 
と 言え ば 当然 だ が 、 そ れ に し て は 、 日 本 の マス メデ ィ ア が 今 も っ て な お 20 年 前 の 所 与 の 

「 反 テロ 戦争 」 仕 様 書 の 公式 説明 ・ 公 式 概念 に し が みつ き 、 そ の 嘘 と 欺 購 を 徹底 吟味 する 
こと な く 宣 伝 係 を 無 反省 に 演じ て いる 姿 は 、 世 界 的 に 特異 で 、 こ れ ま た 無残 だ 。 


2001 年 の 9. 11 事件 (米国 本 土 「 同 時 多発 テロ 」 と 日 本 で は 言い 慣 ら さ れ て いる ) を 機 に は じ ま 
っ た と 言わ れる 「21 世紀 の グロ ー バ ル 反 テロ 戦争 時 代 ]」 に つい て 、 あ ら た め て 現時 点 で の 
私 の 見 方 を 以下 の ④②~ て の 問題 点 に 即 し て 示し て お こう 。 それは 私 の [1970 年 代 か ら 半 世 紀 に わ 
た る ]「 反 テロ 戦争 」 研究 ※ に 基づく 。9.11 事件 が 米国 ブッ シュ ( 息 也 ) 政 権 に [アフ ガニ スタ ン 
つい で イラ ク で の ] 反 テロ 戦争 を 開始 させ て か ら の 20 年 に つい て 、 米 国 の 公式 見 解 の 筋書き 
を 逸脱 し な いよ う 付 度 す る 日 本 社会 の 風潮 へ の 批判 を 読み と り 検 討 し て も らい た い 。 


※ 例 を 挙げ る 。 (編著) 『「 対 テロ 戦争 ] と イス ラム 世界 』、 岩 波 新書 、2002.1「 対 イラ ク 戦 争 や が て 歴史 は どう 裁く だ ろう ? 」、『 現 代 思 想 』 
31(5) 臨時 増刊 、2003.4 (『 イ スラ ー ム 誤認 』、 岩 波 書店 、 に 転載 〕 (編著 )『 学 際 」19「*9.11” 研 究 の ワザ 、 学 際 の ワザ 」、2006.11/「 反 テ 
ロ 戦 争 」 論 の 現在 )、 木 村 朗 編 『9.11 事件 の 省 察 : 偽り の 反 テ ロ 戦 争 と つく られ る 戦争 構造 』 所 収 、 釧 風 社 、2007.9/「 予 め 破綻 し た 戦争 の 後 
に : 世界 と 中 東 の 「 い ぃ いま 」 を 問う 」、『 現 代 思想 』39(13) 特 集 「<⑨.11) か ら ア ラブ 革命 へ 一 没落 する アメ リカ ]」 所 収 、2011.9/「〈 テ ロ と の 戦 
い 〉 の 末路 : 40 年 を 総括 する と 人 類 史 の 転換 が 浮か び 上 が る 」、『 イ ン パ クシ ョ ン 』193 号 、2014/「 月 れ ゆ く 世 界 : イス ラー ム の 将来 」、 塩 尻 


和子 『 変 革 期 イス ラー ム 社 会 の 宗教 と 紛争 』 所収 、 明 石 書店 、2016.7 プ ケヴィン ・ バ レッ ト 編 著 、 板 垣 監訳 ・ 解 説 「 シ ャ ルリ ・ エ ブ ド 事 件 を 








読み 解く : 世界 の 自由 思想 家 た ち が フ ラン ス 版 9. 11 を 問う 』、 第 三 書館 、2017.5 プ な ど 。 
⑳ 米 欧 理 権 の 終 活 
欧米 中 心 主義 の 生き 残り 戦略 と し て の 植民 地主 義 ・ 人 種 主義 ・ 軍 国 主義 の 開き 直り 
グロ ー バ ル 展 開 を 結ぶ 環 : 反 ユ ダ ヤ 主 義 キ イス ラ エ ル 十 パレスチナ 問 題 + 反 イス ラー ム 
人 類 史 に ね じ れ ・ 不 正義 の アポ リア を も た らし た 欧米 中 心 主義 の 自己 破産 プロ ジェ クト 
「 イ スラ ー ム ニテ ロリ ズム 」 言説 
タウ ヒー ド ( 多 即 一 / 共 生 [な ん と オリ ・ バ パラ 標語 ]) ・ ア ドル (公正 [専制 批判 等 の 思想 的 迫力 の 脅威 感 
テロ 攻撃 と 仮想 テロ 非難 と が 過激 派 を 生み 近代 性 の 先輩 の イス ラー ム 文 明 無 力 化 が 可能 
イス ラー ム の 地球 ネッ ト が 赴 ・ 中 ・ 印 を 含む 反 イ スラ ー ム 地球 ネッ ト 構 築 の 反作用 産む 
© 偽 旗 騙し の 権威 主義 陰謀 説 
9.11 事件 の 真相 は 十分 明らか で な い の に 、 公 式 の 物語 が 政治 的 社会 的 権威 を も っ て 横行 
事件 直後 の 犯行 者 情報 (政府 公表 , 反 テ 戦 争 直進 の 根拠 )・ 独 立 調査 委員 会 報告 書 (20047) に ゃ 疑惑 














事件 の 疑問 点 に 関し 実態 や 背景 の 解明 めざす 科学 者 ・ 技 術 者 の 調査 が 陰謀 論 扱 いさ れる 
世界 中 で ムスリム 容疑 者 779 人 を 拉致 連行 、 グ アン タナ モ ・ ベ イ 拘 置 所 で 捧 問 (告発 され た 
者 は 10 名 に 過ぎ ず 、 現 在 拘 置 者 は 著しく 減少 し た が 、19 年 後に 無罪 釈放 の モロ ッ コ 人 は 7 月 19 日 帰国 、9.11 の 
企画 者 と され る パキスタン 人 ハー リド ・ シ ェ イ フ ・ モ ハン マ ド は 未だ に 軍事 裁判 中 . 北朝 鮮 の 拉致 問題 で 日 本 政府 

が 米国 を も っ と も 頼る べき 人 道 的 支援 者 と し た と と は 、 国 際 的 に は 一 つの 「 皮 肉 」 と 見 られ た .) 

仮に [米国 市 民 の 多数 も 不信 抱く ] 公式 陰謀 説 の 瓦解 を 許す と 、21 世紀 史書 き 換え は 不可 避 
⑥「 暴 力 の 連鎖 」 言説 

テロ は 悪 だ が 、 過 度 の 反 テ ロ 戦 も テロ を 診 発 する だ け で 悪 、 と いう 第 三 者 的 中 立 の 立場 
大 局 的 ・ 構 造 的 ダイ ナミ クス の 見 方 で な く 、 視 野 限定 の 紛争 〉 現象 記述 に 重点 を 置く 
植民 地主 義 の 問題 で 人 間 的 コミ ッ ト メ ント や 現実 関与 を 避け 、 客 観 性 の 視座 を 護る 偽善 
⑤ 複合 スウ ィ ッ チ の 切換 え : ( 例 )「 中 国 の 脅威 」 

利害 計算 や 情勢 判断 で 敵 作 り ・ 標 的 定め は 臨機 応変 、 カ ラ 威 張り 攻撃 一 本 槍 の 虚勢 張れ 
反 テ ロ 戦 争 は イス ラー ム 相 手 に こだわ ら ず 、 ヨ リ 重 要 か つ 効 率 的 な ら 、 中 国 相手 に 変換 
サミ ュ エ ル ・ ハ ン テ ィ ン トン 「 文 明 の 衝突 」 戦略 で は 、 イ スラ ー ム ・ 信 教 コ ネ ク シ ョ ン 


反 テ ロ 戦 争 の 現実 の 破れ と 五輪 ・ ス リー アギト ス 

2021 年 7 月 ・8 月 、 東 京 オ リ ・ パ ラ に ピタ リ と 合わ せ て アフ ガニ スタ ン で 起き た こと 

は 、21 世紀 初頭 の グロ ー バ ル 「 反 テロ 戦争 ] と いう 世界 の 現実 の 破綻 (は ょ たん) が 白 日 の 下 に 
蝶 さ ぁ ら ) さ れ た と いう と と で ある 。 カ ー ブ ル か ら の 退却 の 無残 な 状況 が 、 戦 争 そ の も の の 見 
せ か け の 「 騙 し 」 構造 を 暴露 し て し まっ た の だ っ た 。 そ ん な こと と は 、 と っ くに 分 か っ て い 
た 、 と 言う 人 も あろ う 。 確 か に 、「 テ ロ と の 戦い 」 の 出発 点 だ っ た ミュ ン ヘ ン 五 輪 事件 に 
つい て 考え た と ころ で も 、 人 質 救出 作戦 の 失敗 や 「 悪 い テ ロ ・ 善 い テ ロ 」 の 使い 分 けが 浮 
か び 上 が っ た 。 ア フ ガ ニス タン に 続く イラ ク 相 手 の 対 テロ 戦 で は 、 戦 争 開始 の 理由 だ っ た 
サッ ダー ム ・ フ セイ ン 政 権 の 大 量 破 壊 兵 器 (weapon of mass destruction, WMD) 隠 し が 、 つ い に 
誤り だ っ た こと が 証明 され て 終わ っ た 。「 反 テロ 戦争 ] は 、 本 来 、 失 敗 を 前 提 と し 、 必 要 
と も し て いる の だ 。 根 絶 で き な い テロ に 備え て 先制 攻撃 を 辞 さ な い 「 非 常 事態 」 の 恒常 

化 、 叩 き 続け な けれ ば な ら な い [| 永久 戦 争 」 幻想 と こそ が 、 そ の 実体 だ か ら で あ る 。 





人 は 、 戦 争 が 引き 裂く 世界 を 忘れ る た め に 、 戦 闘 を 離れ た 競技 の サイ バー 画面 に 見 入っ 
た の だ ろう か 。 平和 と は ヴァ ー チ ャ ル な も の で し か な い 虚 (な) し さ を 確 認 す る た め に 、 オ 
リ ・ パ ラ 大 会 が 開か れ て いる こと を 自覚 し た だ ろう か 。 所 属す る 国 に より 、 競 技 者 の 意識 
に 偏差 は ある と し て も 、 生 死 の 境 の 同胞 と メダ ル め ざす 自分 アリ アル と ヴァ ー チ ャ ル グ の 
狭間 ( ぉ ょ さま *) で の 心 の 格闘 は 、 大 会 組織 者 ・ 政 治 ・ メ ディ ア の が わ で 意図 的 に 消去 され / 消 
去 さ せ プ た の で は な か っ た か 。 デ ル タ 株 の 変異 ウイ ルス と ワク チン 接種 の 拡大 と が 、 ま た 
安全 守る バブ ル の 境界 と 検査 と が 、 疎 外 や 異化 を 忘れ させ て くれ た か も し れ な い 。 

し か し 、 パ ラリ ン ピ ッ ク 大 会 で は 、 障 害 に 多様 な 背景 が な ある と し て も 、 そ も ゃ も そ も ゃ 戦場 で 


の 負傷 が 大 会 の 出発 点 に あっ た と と か らし て 、 今 や グロ ー バ ル 反 テロ 戦争 の 問題 は 切実 で 
ある 。 か つて イン ティ ファ ー ダ の 時 期 、 パ レス チ ナ の 子ども た ち は 非 情 に も 腕 や 脚 を 折ら 
れ 関 節 を 狙い 撃ち され た 。 初 夏 の 衝突 を 経て 東京 オリ ・ パ ラ の 時 期 に は 、 ヨ ル ダ ン 川西 岩 
で 入植 者 た ち も が パレ スチ ナ 人 少年 を 樹 に 縛り 足 を 焼く リン チ を 繰り 返し た 事件 も 伝え られ 
た 。 そ の よう な 状況 と そよ そ に 、 パ ラ 大 会 で 最初 の 金メダル を イス ラ エ ル に も た らし た 100 
m 背 泳 の イヤ ー ド ・ シ ャ ラビ ー(34 才 ) は ハイ ファ 近郊 と シェ ファ ー ア ムル 市 に 住み イス ラ エ ル 
市 民権 を 有する パレ スチ ナ 人 ムスリム 。 生 まれ つき の 竹中 と 13 才 で 事故 に よる 四股 麻痺 
と を 克服 し 、 水 泳 選手 と な っ た 。「 ア ラブ は 殺せ 、 消 えろ 」 の 叫び の 中 で 、 新 し い 生き 方 
を 堂々 と 拓 い て いる 。 と こと で は 、 彼 の 泳ぎ は ヴァ ー チ ャ ル 空 間 の も の で は な い の で ある 。 


2021 東京 オリ ・ パ バラ 参加 の 各国 代表 団 の 顔ぶれ を 見 て 気付 く の は 、 イ スラ ー ム を 背景 に 
も つ 名 前 の 人 が 世界 的 に 拡大 する 傾向 が いよ いよ 目立ち は じ め た こと 。 日 本 に 男子 短 距 離 
走者 サニー ブラ ウン - ア ブ デ ル ハ キー ム あ り 、 と いっ た 調子 。 ス ター ト の 位置 に つく 前 の 選手 
紹介 で 、 国 は 大 陸 国 家 、 海 洋 の 孤島 、… い ろ い ろ な の に アラ ビア 語 起 源 の 名 前 が ずら り と 
揃う め 、 と いう こと も 時 に 起き る 。 競技 の こう し た 現象 の 背後 に 、 出 稼ぎ 労働 な どの 移動 と 
と も に 反 テ ロ 戦 争 や それ が 操る 内 戦 が 引き 起こ す 難民 化 が ある こと 見 落と すべ き で な い 。 

話 は ガラ リ と 変わ る と 見 える か も 知れ な い が 、 タ ー リ バー ン の 話題 が 飛び か う 中 、 忘 れ 
られ て いる の は 、2001 年 アフ ガニ スタ ン に 侵攻 し た 米 軍 が 北部 同盟 の 捕虜 と し て 連れ て 来 
られ て 発見 し た 米国 市 民 の ター リバ ー ン 兵士 ジョ ン ・ ウ ォ ー カ ー(1981-、 自 称 は アブ ー・ ス レ 
イマ ー ン ・ ア ル - イ ル ラ ン デ ィ ) の と と だ 。 カリ フォ ルニア の 高校 で [E ッ プ ホ ッ プ に 熱中 、 マ ルコ ルム 
X に 共感 し た ] 彼 は イス ラー ム に 関心 を 深め 1997 年 カト リッ ク か ら 改 宗 、 イ エメ ン に 往復 し 
て アラ ビア 語 を 学び 、2001 年 5 月 パキスタン か ら ア フ ガ ニス タン に 入り ター リバ ー ン 兵士 
と な る が 戦闘 経験 も な く 捕 ちえ られ 、02 年 2 月 20 年 の 禁固 刑 判決 に 服 す が 、 模 範 因 と し 
て 19 年 5 月 釈放 され た (3 年 間 保護 観察)。 途中 13 年 に は [父方 祖母 の 関係 で] アイ ル ラ ンド 政府 
は 国籍 を 弁 与 、 ア イル ラン ド 系 と いう 彼 の 出自 が 裏付け られ た 。 現在 も $ 彼 は ムスリム の 信 
仰 ・ 信 念 を 変え て いな い 。 こ と の よう な 存在 は 、 拡 散 さ れ た ター リバ ー ン 像 の 再 検討 に 役 立 
つの だ ろう グ 。 

いずれ に せよ 、 オ リ ・ パ ラ で も ゃ も 「 反 テロ 戦争 | で も ン ノ 実 感 さ れる と お り 、 地 球 の 各所 
か ら 生 身 の 人 間 が 集まっ て みれ ば 、 国 別 の ゼッケン や 掲げ る 旗 は 、 人 間 的 現実 を 映し 出す 
も の と し て 影 が 薄れ 、 共 通す る 課題 に と も に 取り 組む と き 一 緒 に 跳び 越え を な けれ ば な ら な 
い ハ ー ド ル と も 見 えて くる の で は な いか 。 ナ ショ ナリ ズム が な いと 元気 が 出 な い 、 と いう 
19 世紀 的 な 人 は 、 ト ラッ ク を XX 周 遅れ で 息 た えん だ え 走っ て いる よう な も の だ 。 


相 ] まぼろし の 国立 競技 場 ザ ハ 案 と 安倍 ・ 菅 政権 時 代 
東京 オリ ・ パ ラ 実 現 へ の ザ ハ の 貢献 、 日 本 か ら 緑 切り 状 、 ザ ハ の 死 





2021 東京 五輪 開会 式 は 間際 まで ゴタゴタ 続き で 、 テ ー マ は 分 散 し メッ セー ジ 力 が 弱かっ 
た た め 、 海 外 で は ご 祝儀 的 な 紹介 ・ 批 評 に 終始 し た よう に 見 える が 、 国 内 で の 評判 は 散々 
と 言う べく 、 き わ め て 厳し い 批 評 が 目立っ た 。 だ が 、 佐 々 木 敦 や 藤田 直哉 な どの 批評 の 場 
合 の よう に 、 全 体 へ の 不満 が 大 きい 分 、 そ れ だ けが 唯一 の 救い と いう よう に し て 森山 未來 
の 鎮魂 慰霊 の 舞い に は 特別 の 高い 評価 が 与え られ て いた 。 そ と で 語ら れる の は 、「 曲 線 の 
女王 」 と も 呼ば れ た イラ ク 人 - 英 国人 建築 家 が ハ ・ ハ ディ ー ド の 死 と 、 東 京 五輪 に 備え る 新 
国立 競技 場 の た め の 彼 女 の デ ザイ ン が 痢 に 葬 られ た 無念 と 、 で ある 。 


まず 、 ザ ハ ・ ハ ディ ー ド (1950/10/31 バグ ダー ド -2016/3/31 マイ アミ ) と は 誰か 、 か ら は じ め る 。 
彼女 は ベイ ルー ト ・ ア メリ カ 大 で 数 学 を 専攻 の の ち 、 ロ ンド ン の 建築 学名 門 校 A 人 A で [〔 オ ォ 
ラン ダ 人 〕 レム ・ コ ー ル ハー スグ 【〔 ギ リシア 人 〕 エ リア ・ ゼ ン ゲ リス 〔 ス イス 人 〕 ベル ナー ル ・ チ ュ ミ 
ノ ら 脱 構 築 派 ・ 前 衛 派 の 建築 家 を た ちの 下 で ] 建築 を 学び 、 英 国籍 も 取得 し た 1980 年 、 ロ ンド ン 
で 「 ザ ハ ・ ハ ディ ー ド ・ ア ー キ テク ツ 」 事務 所 を 設立 、 モ ニュ メン タル な 建造 物 を 世界 各 
地 に 産み 出す 多 産 な 活動 に 入る [造形 の 先端 を 進む 点 で ル ・ コ ルビ ュ ジ エ を 継ぐ 存在 、20 世紀 末 ~ 
21 世紀 初頭 の 世界 建築 界 の 牽引 者 、 と も 称せ らち られ る よう に な る まで 。 ベ ルク イー ゼル ・ シ ャ ン ツ ェ 【〔 オ 
ー ス トリ ア 〕、 シ ン シ ナ ティ 現代 美術 セン ター 〔 オ ハイ オ 〕、BMW 本 社 ビ ル 〔 ラ イプ ツィ ヒ 〕、 シ ェ イ フ - 
ザー イド 橋 〔 ア ブダ ビ 〕、 イ ラク 中 央 銀行 、 サ ラ ゴ サ ・ ブ リッ ジ パ ヴ ィ リ オン 【〔 ス ペイ ン 〕、 国 立 21 世紀 
美術 館 MAXXI 〔 ロ ー マ ]〕、 広 州 オ ペラ ハウ ス 〔 中 国 ]、 リ ヴァ ー サ イド 博物 館 【 グ ラス ゴー〕、 ロ ンド ン 五 
輸 水 泳 セ ンタ ー、 銀 河 ソ ツー ホー [北京]、 ヘ イダ ル - ア リエ フ ・ 文 化 セ ンタ ー〔 バ クー〕]、 リ ヤー ド 地 下 鉄 

[サウ ジア ラビ ア 〕、 ア ブダ ビ 演 劇 セ ンタ ー、 ド バイ ・ オ ペラ ハウ ス 【〔UAR〕、 イ ラク 議事 堂 、 望 京 ソ ー ホ 
ー 【 北 京 ]〕、 東 大 門 広場 [ツウ ル 〕、 北 京 大 興国 際 空 港 (中 国 〕、 香 港 工科 大 競馬 倶楽部 タメ ワー、 南 京 国際 
青年 文化 セン ター 〔 中 国 ]、 ア ント ウェ ル ペ ン 港 湾 ビ ん 〔 ベ ルギー〕、 ほ か 多数 。] 2004 年 プリ ツ カ ー 
建築 賞 は じ め 受 賞 多 数 。2012 年 に は エリ ザ ベ ス 2 世 よ り デ イム 勲 楓 士 に 叙せ られ る 。※ 


※ https://charlierose.com/vyideos/26778 ビデ オォ 後半 (32 分 過ぎ 一 ) が 2003 年 チャ ー リ ー・ ロ ー ズ の ザ ハ イン タビ ュー. 肉声 聞く だ け で も . 








と の ザ ハ ・ ハ ディ ー ド が 日 本 の [1964 東京 夏季 大 会 、72 年 札幌 ・98 長野 各 科 季 大 会 に 続く ] 五 輪 招致 
運動 に 関与 する こと に な っ た 。 石原 慎太郎 都 知 事 (在任 1999.4-2012.10) の 最初 の 東京 招致 運動 
は 2009 年 IOC の 最終 投票 で 落選 と な っ た が 、2011 年 7 月 石原 知事 は 挫 土 重 来 を 期し て 
12 年 の 再度 挑戦 を 表明 、 こ れ を 受け 民主 党 野 田 佳 彦 内 閣 (在任 : (内閣 改 造 3 回 〕 2011.9.2-12.12.26) 
は 11 年 12 月 の 国会 決議 ・ 閣 議 了 解 に よる 態勢 整備 に 消 ぎ っ け 、2012 年 2 月 IOC に 申請 
ファ イル を 提出 、5 月 イス タン ブル ・ マ ドリ ー ド ・ 東 京 が 立候補 都市 に 選定 され (バク ー・ ド 
ー ハ ・ ロ ー マ は 選 外 )、 7 月 独立 行政 法人 日 本 スポ ー ツ 振興 セン ターJSC が 国立 競技 場 将 来 構想 
有識者 会 議 に よる コン ペ ( デ ザイ ン 競 技 の 要 繝 で は 、2019.9 の ラグ ビーW 杯 に 間に合う 完成 、8 万 人 収容 、 開 閑 
式 屋根 、 延 べ 床 面積 約 29 万 m?、 工 事 費 約 1300 億 円 予定 、 募 集 期 間 2 ヵ月 と いう 条件 ) を 実施 。 応 募 は 46 件 
(海外 34、 国 内 12) あ り 、 審 査 委員 会 (委員 長 : 安藤 忠雄 ) は 11 月 15 日 ザ が ハ ・ ハ ディ ー ド 案 を 最 
優秀 賞 該 当 と 選定 し た (アラ ステ アァ ・ リ チャ ー ド ソン 〔 オ ー ス トラ リア 〕 と 妹島 和 世 (日本) は 優秀 賞 )。 竜骨 
アー チ や 地下 構造 を も つ ユ ニー ク な 新 競 技 場 を 目玉 と し て 織り 込ん だ 計画 書 ( 立 候補 ファ イル ) 


が 整え られ 、2013 年 1 月 7 日 IOC に 提出 され た 。 そ の 間 、12 年 11 月 16 日 野田 首相 は 衆 
院 解 散 、12 月 16 日 総 選 挙 で 民主 党 敗退 、 第 2 次 安倍 普 三 内 閣 (自公 連立 発足 は 12 年 12 月 
26 日 で ある 。 し か も ゃ も 、 石 原 東京 都 知事 の 退任 は 12 年 10 月 31 日 、 交 替 す る 猪瀬 直樹 知事 
の 就任 は 12 月 16 日 だ (猪瀬 知事 の 在任 は 12.12.16-13.12.24、 続 く 外 添 要 一 知事 の 在任 は 14.2.9-16.6.21、 小 
池 百合 子 知事 就任 は 16.8.2)。 と の よう な 微妙 な 交替 時 期 に 採用 され た ザ ハ の 競技 場 デ が イン だ っ 
た が 、 そ れ が 、2013 年 9 月 7 日 プ ブエノスアイレス IOC 総会 で 2020 年 大 会 は TOKYO に 
決定 と の ログ 会 長 の 発表 に 到 る 一 要件 と し て 力 を 発揮 し た こと は 、 疑 い を 容れ な い 。 

と ころ が 2014 年 以降 、 日 本 国内 で は 雲行き が 一 変 し て ザ ハ の デザ イン は 袋叩き の 対象 
と な り 、2015 年 7 月 17 日 安倍 首相 は ザ ハ の デザ イン に 基づく 新 競技 場 建設 計画 の 白紙 化 
を 世界 に 向け て 発表 、 コ ン ペ の や り 直 し へ と 進む の で ある [その 結果 、 隈 研吾 が 選ば れ 、 隈 の 
手 に 成る 国立 競技 場 が 出現 する と と と な っ て いく ]。 行政 の 一 端 担 う 独 立 行政 法人 = 日 本 スポ ー ツ 
振興 セン ターJSC が 担当 で あり 、 そ の 上 に 首相 自ら 乗り 出し て の 、 こ の 異常 な キャ ン セ ル 
劇 は 、 世 界 を 驚か せ た 。 理由 は 工費 の 問題 (3000 億 円 を 超え る の で は と の 懸念 ) だ っ た が 、 ザ ハ が わ 
の 縮減 の 努力 に は 取り 合わ ぬ 一 方 的 通告 だ っ た か ら で あ る 。 ザ ハバ 事 務 所 の 声明 も 、 安 倍 首 
相 宛 て の ザ ハ 書 箇 も 、 協 議 を 開く こと に は 繋 が ら ず 、 初 期 費用 や 著作 権 問題 の 事務 折衝 の 
み と な る 。 日 本 が 新 路線 を 急ぐ 中 、 ザ ハ は 出張 先 の 米国 で 2016 年 3 月 末 急 逝 し た 。 旅 先 
で 気管 支 炎 の 治療 中 で は あっ た が 、 直 接 の 死因 は 心臓 麻痺 だ っ た と いう 。 


森山 未來 (1984~ 神戸 出身 、 俳 優 ・ 舞 踊 家 ) の 東京 五輪 開会 式 で の 舞い は 、 確 か に 深 甚 の 悔い ・ 
悼み ・ 恨 み ・ 浄 化 願望 と いう 内 面 が に じみ 出る 表現 で 、 観 る 者 の 心 を 打つ [開会 の 華やぎ 気分 
を 戒め 反省 を 促す ] 迫力 が あっ た 。 し か し 表向き 、 パ ン デ ミッ ク に よる 死者 [そし て (五輪 招致 
時 の 「 復 興 五 輪 」 の 触れ と みか ら す れ ば ) 東日本 大 震 災 と 原発 事故 の 犠牲 者 ] ノ また [どう ぅ し て 開会 式 「 登 場 」 
と な っ た か 不明 の ] 49 年 前 の 五輪 の イス ラ エ ル 人 犠牲 者 プ を 追憶 する は ず の この 舞い が 、 事 情 
通 な ら ず と も 、 ザ ハ ・ ハ ディ ー ド の 記憶 を 喚起 させ る も の と な っ た の は 、 な ぜ だ ろう 。 
事情 通 は 、 舞 い 終 わっ て 直後 の 森山 自身 の 感想 (岡田 利 規 へ の 感謝 ) に 接 せ ず と ゃ も 、 開 会 式 
の それ が 能 シ アタ ー の スク リプ ト と し て 書か れ た 岡田 利 規 「 挫 波 ]」 ※ 上 演 (2020 年 6 月 KAAT 
神奈 川 芸術 劇場 で の 公演 予定 は COVID-19 墓 延 の た め 中 止 さ れ た が 、 そ の 代わ り 部 分 的 な オン ライ ン 配 信 が 行わ れ た 


と ぃ うぅ う ) の パフ ォ ー マ ンス 取組 み が 深 化 ・ 展 開 され た 新 ヴ ァ ー ジ ョ ン だ と 察する の で ある 。 
※ 岡 田 利 規 『 未 練 の 幽霊 と 公 物 挫 波 教 賀 」 白水 社 、2020/7. 能 「 挫 波 ]」 の シテ は ザ ハ ・ ハ ディ ド . 能 「 孝 賀 」 の シテ は 高速 増殖 断ち ん じゅ 。 

















森山 は 、 モ ロッ コ と ベル ギー に 根 を も つ ス イィ ディ ・ ラ ルビ ー・ シ ェ ル カー ウィ の TeZukA 
振付 に 付合い 、 国 際 交 流 基金 の 派遣 で イス ラ エ ル 社 会 に 暮らし 東欧 流 格闘 術 ク ラヴ マガ を 
知っ た 者 と し て 、 五 輪 開会 式 の ヤリ な 欺 肛 的 人 道 主義 を 突き 破る こと が で きた 。 

事情 に は 通じ な く て も 、 巨 大 な 「O( ャ を nm)」 = 零 と 見 える 国立 競技 場 が 、 強 者 に は 上 目 遣 
い 弱 者 に は 居 丈 高 の 付 度 ・ 巧 言 令 色 を 澤 標 ( み ぉ っ くし ) と し ゲ コ ロナ 褐 行動 制限 を 冷た い 園 
(ろう ぅ や) と 自 哨 プ ポ タリ と 著 ( ぉ ち ) る 零落 が 心配 され る ノ 令 和 日 本 を 象徴 し て いる の で は ? と 
不安 を いだく 人 は 、 ザ ハ ・ ハ ディ ー ド の 競技 場 の イメ ー ジ は 元気 の 塊 上 みた い だ っ た ナ ア と 


投げ 棄て た 夢 を 惜しむ 後悔 が 、 岡 田 ・ 森 山 の 思 索 や 所 作 に 触れ て 、 死 生 に 人 籠 め られ る 真実 
に つつ し み の 徐 を 正す こと へ と 、 変 化す る 自分 を 、 見 い だ す の で は な い だ ろ うか 。 


日 本 に 親しみ を 感じ 日 本 を も っ と よく 知り た いと 思っ て いる イラ ク 人 は 、 日 本 が 五輪 を 
東京 に 招致 する 強力 な 道具 立て と し て 利用 し た ザ ハ を な ぜ 途 中 で 斬っ て 捨て た の か 、 そ の 
理由 (もり ) が 分 か ら な いと 感じ て いる 。 彼ら が まず 思い つく の は 、 彼 ら の 政治 感覚 か らし て 
も 当然 な が ら 、 ザ ハ が 生ま れ 育 っ た 裕福 で ある が 進歩 的 で 独立 を 求め る 気風 の 家柄 だ 。 

彼女 の 両親 ムハンマド ・ ハ ディ ー ド と ワ ジ ー ハ ・ ア ッ - サ ー ボ ンジ と は 共に 北 イ ラク 主要 
都市 モー スル の 出身 、 現 代 イ ラク の 政治 ・ 経 済 ・ 文 化 の 面 で 輝く 名 を 残す 二 人 。 こ と に 父 
の ムハンマド ・ ハ ディ ー ド Q907-99)9 は 、 ロ ンド ンス クー ルオ ブ エ コ ノミ クス LSE に 留学 、 
ラス キ や ケイ ンズ の 影響 下 で 社会 民主 主義 の 思想 を 身 に つけ て 帰国 し 、 英 国 が 据え つけ た 
ハー シム 家 王 制 に 批判 的 な 若い 知識 人 た ちの [1930 年 代 の ] アハ ー リ ー( 虚 民 ) 集 団 や [英国 労働 党 
に 似せ て 1946 年 創立 の ] 国民 民主 党 で 、 左 派 の カー ミル ・ チ ャ ディ ル ジ ー ら と も 協力 し て 、 宗 
教 宗派 ・ 民 族 の 違い を 超え た 「 友 愛 」 民主 主義 体制 づく り を 志向 、 反 ソ 軍 事 同盟 の バグ ダ 
ー ド 条約 反対 や 英 ・ 仏 ・ イ スラ エル 三国 の スエ 戦争 ( エ ジア プ ト の スエ ズ 運 河 国有 化 を 潰 そ うと する 侵 
攻 ] 非難 の 先頭 に 立ち 、1958 年 革命 で 王制 が 倒れ る と アブ ドル カリ ー ム ・ カ ー セ ム 政 権 の 
財務 大 臣 と な り 、 冷 戦 の 壁 に 穴 を う が つ 国際 経済 協力 の 支え を 模索 し た (958-60)。※ 


※ 私 は 1960 年 代 半 ば ムハンマド ・ ハ ディ ー ド へ の 関心 か ら ア ハー リー 集団 の 源流 を 調べ た 。 当 時 10 才 台 半ば の 娘 ザ ハ は も ちろ ん 関心 外 。 





板垣 「 歴 史 の 現在 と 地域 学 現代 中 東 へ の 視角 』、 岩 波 書店 、1992. 93-99 頁 


1960 年 代 以降 ムハンマド ・ ハ ディ ー ド の 後半 生 は 、 イ ラク 工業 連盟 の リー ダー で あり 実業 
家 ・ 財 界 入 と し て の 活動 が 中 心 と な る 。 し か し 政治 的 存在 感 が 消え ん た わけ で な く 、2003 年 
イラ ク 戦 争 以降 、 宗 派 対立 を 操 終 する 米国 の 占領 支配 下 で 、 彼 の レガ シー は 回 顧 と 再 評 価 
の 対象 と な っ た 。 ひ た すら 建築 家 と し て 歩む サザ ハ に 対し て 、 イ ラク に 戻り 国家 再建 の 役割 
を 果たす よう 期待 する 声 も 上 が っ た 。 

亡くな っ た 後 も る 、 こ の 親子 が イラ ク 民 衆 に と っ て 身近 な の は 、 議 会 議事 堂 や 中 央 銀行 の 
建物 が バグ ダー ド の 疹 然 た る 目印 だ か ら で あ り 、 日 々 各 家 庭 の 調理 場 で 使う 洗剤 ザ と ーー は 
父親 が 創っ た 会 社 の 製品 だ か ら だ 。 東京 オリ ・ パ ラ 2020 メイ ン 競 技 場 の 姿 ・ 形 を 一 旦 は 
ザ ハ に 拒 す と し た 約束 が 白紙 撤回 され た 経緯 を 、 日 本 人 は 説明 し な けれ ば な ら た な い ぃ い 。 


日 本 お ける 環境 条件 (招致 運動 ・ 建 築 家 た ち ・ メ ディ ア ・ 世 論 )、 安 倍 首 相 の 決断 

まず 見 落と し て な ら な い 事 実 。2020 五輪 の 東京 招致 に 名 乗り を あげ る に つい て は 、 和 石原 
慎太郎 都 知 事 の イニ シャ ティ ブ は 天下 公知 な が ら 、 国 家 的 次 元 で その 推進 の 責任 を 担っ た 
の は 民主 党 野田 佳彦 政権 だ っ た こと だ 。 国 際 コ ン ペ の 実施 も る 、 ザ へ ハ 案 の 採択 も 、 立 候補 フ 
ァイル の 作成 も 、 そ の 政権 の も ゃ と で 行わ れ た 。 こ れ は すでに 述べ た こと だ が 、 と か く 忘 れ 
られ る 。 こ れ よ り 点 検 す る と と に な る 問題 の 多く が 、 こ とこ こ か ら 発 し て いる 。 

2009 年 9 月 政権 交代 し た 途 端 か ら 不 振 低迷 に お ちい っ た 民主 党 政権 の 3 年 余 ( 社 民 党 は 最初 





の 8 ヵ月 で 連立 離脱 ) は 、 市 民 の 積極 的 政治 参加 を 拠り 所 と せ ず 、 政 策 の 矛盾 を 放置 し た まま の 
迷走 に 終始 し た 。 例 えば 、 鳩 山 由 紀夫 内 閣 が 政権 を 投げ 出し て 菅 直人 内 閣 が 人 気取り 「 新 
成長 戦略 」 の 柱 と し て 原発 輸出 政策 を 打上 げた 後 、 福 島 第 一 の 複合 過酷 事故 が 発生 。 こ れ 
に 翻弄 され な が ら 、 ヨ ル ダ ン ・ ベ トナ ム 等 と の 輸出 交渉 は 続け る 。 後 継 の 野田 首相 は 2011 
年 10 月 この 件 を 詰め る た め ベ トナ ム を 公式 訪問 。 [五輪 立候補 手続 き の 最終 確認 と 並行 し て ] 12 月 

16 日 に は 原発 事故 の 収束 宜 言 を 行なっ た [福島 県 議会 は 全会 一 致 で その 撤回 を 求め る ]。 地 震 ・ 

津波 の 大 災害 に 加え 原発 事故 に よる 永続 的 被害 に 直面 する な か で 、 脱 原発 を 求め る 広範 な 
市 民 の 街頭 行動 や 集会 が 全国 に 拡大 し て いた 。 そ ん な 状況 で も 、 日 本 で の オリ ・ パ ラ 大 会 
の 招致 ・ 開 催 を 計画 し よう と する の な ら 、 ま ず 市 民 レ ベル で その 意義 に つい て 民主 主義 的 
な 協議 を 組織 する と いう 手続 き が 必要 だ っ た の に 、 そ れ は 省略 され て し まっ て いた 。 

収 東 宣言 は 後 の 安 倍 首 相 の 「 フ クシ マ で 状況 は アン ダー・ コ ント ロー ル 」 発言 の 先駆 で 
あり 、「 意 義 ・ 目 的 の 議論 回 避 」 は 「 意 義 づ けが 政府 の ご 都合 で 二 転 三 転 ] より さら に 悪 
い 。 東京 オリ ・ パ ラ 開 催 に つい て 自公 政権 を 批判 する 立憲 民主 党 の 人 は 、 両 刃 6 ろ は ) の 刃 
(や ぃ ば ) と 気付 か ぬ 批 判 を し て きた と 言わ れ て も ゃ も 、 仕 方 が な い の で は な いか 。 


日 本 の 建築 家 た ちの 間 で 、 コ ン ペ 最 優秀 賞 の が ず ハ ・ ハ ディ ー ド の デザ イン に 対す る 反応 
は 、 な ぜ か 旧 国 立 競技 場 の 解体 (2014 年 7 月 開始 ) が 進行 する まで 、 あ る い は 東京 オペ ラ シ テ ィ 
文化 財団 が その アー ト ギ ャ ラリ ー で 2014 年 10. 18 -12. 23 の 期間 開催 す る (会場 設計 は ザ ハ ・ 
ハデ ィ ー ド ・ ア ー キ テク タッ) 「 ザ ハ ・ ハ ディ ド 展 」 ※ が は じ ま る まで は 、 お と な し いも の だ っ た 。 
※ https://www.operacity.jp/ag/exh169/ 開い た ペー ジ 上 方 の 項目 名 を クリ ッ ク す る と と で 、 全 体 像 が わか る . 

も っ と も 、 模 文彦 は 比較 的 早く か ら 問題 点 を 指摘 し て いた 。 彼 は 東京 体育 館 の 改造 に 長年 
尽力 し て きた 関係 か ら 、 風 致 地 区 と し て の 明治 神宮 内 苑 ・ 外 苑 ・ 表 参道 ・ 裏 参道 を 一 体 的 
に まとめ た 地域 の 環境 プ 人 の 目線 に 即 し た 景観 プ に いつ も 注意 を 払っ て きた 立場 で 、 巨 大 
な 怪物 的 建物 の 出現 が それ ら を 丸ごと 壊し て し まう 危険 が ある 、 周 辺 が どう な る プ ヒ ト の 
目線 で は どう 見 える の 情報 が まっ た く 提 供 さ れ て いな い の も 問題 、 と いう 警告 だ 。2013 
年 9 月 の 第 123 回 建築 家 フ ォ ー ラ ム で の 「 建 築 夜話 (西新 宿 、80 名 参加 )JIA MAGAZINE 
誌 295 号 (2013.8) に 寄稿 の 「 新 国立 競技 場 案 を 神宮 外苑 の 歴史 的 文脈 の 中 で 考え る 」 を めぐ 
り 2013 年 10 月 12 日 に 開か れ た シン ポジ ウム (パネ ラー : 宮台 真司 (社会 学 )・ 陣 内 秀信 (建築 史 )・ 大 
野 秀敏 都市 計画 ) ) プ な ど に お いて 、 そ の 警告 は 発せ られ て いた 。 

2014 年 秋 以 降 、 ザ ハ の デザ イン が 実際 に 建造 物 と な る こと へ の 評価 な いし 対案 が 、 マ ス 
コミ 注目 の 話題 と な り 、 広 く 社 会 の 論議 を 呼び さま し て いく 過程 は 、 以 下 の 3 段階 で 整理 
で きる だ ろう 。 
① 2014.10.1 日 本 建築 学会 主催 シン ポジ ウム 「 新 国立 競技 場 の 議論 か ら 東京 を 考え る 」 
[ 横 文 彦 ・ 内 藤 鷹 ・ 青 井 哲人 ・ 浅 子 佳 英 ・ 五 十 嵐 太郎 ・ そ の 他 の 発言 の 内 ] 横 発言 は 、 開 閉 屋 根 が 費用 問題 
を 生む 限定 され た 空間 に 多様 な 用 途 を 詰め 込み 過ぎ 日 本 人 建築 家 に 任せ よ . 内 藤 発言 
は 、 [安藤 忠雄 (委員 長 〕 欠席 だ が 、 和 審査 委員 の 立場 か ら ] 和 審査 に 押 速 さ が あ っ た と し て も 時 間 的 制約 





か ら 変 更 は も は や 困難 ./ 国 際 公 約 で あり“ 離婚 調停 "(委嘱 者 交替 と いう こと とか? ) は 厳し い . 

② 2014.11.7 磯崎 新 意見 書 「 ザ ハ ・ ハ ディ ド 案 の 取り 扱い に つい て 」( 英 訳文 付 き ) 
初め は 優れ た イメ ー ジ を 表す デザ イン と 感じ 支持 し た が 、 東 京 オ ペラ シテ ィ の 「 ザ ハ ・ 
ハデ ィ ド 展 ] で 「 修 正 案 」 詳細 を 見 て 原案 の ダイ ナミ ズム は 消え 、 い た くく 失望 、 列 島 の 
水没 を 待つ っ 亀 の よ うな 鈍重 な 次 (英訳 : a dull slow form, like a turtle waiting for Japan to sink so 
that it can swim away)、 実 現す れ ば 将来 の 東京 は 巨大 な 「 粗 大 ゴミ 」 (英訳 : a gigantic white 
elephant) を 抱え 込む こと 間違い な く 、 暗 溢 た る 気分 グ 韓 や メデ ィ ア の 多様 な 賛否 両論 を 整 
理 / 国 際 コ ュ コンペ は 「 案 」 を 選ぶ の か 「 建 築 家 」 を 選ぶ の か 、 二 つ を 合体 させ た の が 混乱 
の 原因 、 本 来 は 後者 で ある べき で 、 国 際 公 約 と な っ た 決定 結果 を 尊重 し 、 ザ ヒ ・ ハ ディ 
ド に あら た め て 初期 案 に 対す る 賛否 両論 を 踏ま ほえ た 新 デ ザイ ン を 依頼 する 、 彼 女 は その 
よう な 対応 が で きる 建築 家 ノ 開会 式 は 江戸 城 の 堀 ・ 石 垣 ・ 橋 を 背景 に 二 重 橋 前 広場 で 行 
な うこ と と し て 切り 離し 、 妹 島 和 世に 開会 式場 の デザ イン を 依頼 する . 

③ 2015.5.29 模 文 彦 グ ループ より 新 国立 競技 場 プ ロジ ェクト へ の 提言 

低い キー ルアー チ 構 造 が コス ト 高 ・ 長 工期 の 原因 で あり 、 従 来 一 般 に [スタ ディ アム で ] 広く 
用 いら れ て きた 構造 形式 に 改め 、 客 席 の み を 覆う 屋根 形式 に 変更 する こと を 提言 する 
JSC と デザ イン 監修 者 と の 契約 変更 に つい て は 、 国 民 の 納得 の いく 方 法 で 行なう こと . 


上 の ③ が 政府 判断 に 繋が る メデ ィ ア ・「 世 論 」 方 向 付け の 決定 打 と な っ た 観 が ある が 、 
と うし た 経過 が 示唆 する の は 、 以 下 の (⑧④-(c) の よう な 問題 へ の 気付 き の 必 要 性 だ ろう 。 
(3 新 競技 場 の ロケ ーション ンジ 問 題 と され る 構造 上 の 特色 空間 の 多目的 利用 / 何 を と っ て 
も 、 ザ ハ が 難 詰 さ れる べき 事柄 で な く 、 国 際 コ ン ベ の 組織 者 が わ の 決定 事項 や 募集 要項 の 
要求 する 応募 条件 に か か わる も の で あり 、 見 当 は ずれ の 議論 と な っ て いる 。 

(b 建 設 予定 地 が 特別 の 神域 的 空間 と され る 側面 プ 選 ば れ た 建築 家 が 女性 で ある と と に 対し 
て 暗黙 の 男性 中 心 主義 が こと さら の ジェ ンダ ー 意 識 を も て あそぶ と も 見 える 局面 ど な ど 、 
外国 人 差別 の ナシ ョ ナリ ズム や 疎外 ・ 排 除 的 な 性 差別 と いう 批判 を 招き か ね な い 。 

(c) 自 由 閣 達 な 批評 ・ 議 論 が 礼節 と 相互 啓発 と を も っ て [さら に 今泉 宜子 『 明 治 神宮 一 「 伝 統 」 を 創っ 
た 大 プロ ジェ クト 』、 新 潮 選 書 、2013. の よう な 仕事 も か た わら に 組み 込み っ っ] 交わ され る と と は 、 す こぶ る 
大 事 な だ が 、 党 派 心 や 予断 を 排 す る 「 真 善 美 」 探 完 の 作業 が 触媒 的 疑義 は いく ら で も 許容 
する 開放 性 ・ 公 共 性 を 確保 むす る こと は 、 い か に し て 可能 と な る か 、 が た え ず 間 わ れる 。 


日 本 の 建築 家 を 結集 する 公益 社団 法人 日 本 建築 家 協 会 Tne Japan Institute of Architects, JIA 
は 世界 の 建築 家 320 万 人 を 結集 する 国際 建築 家 連 合 Union international des architectes, UIA 
の 加盟 団体 [ 横 文 彦 (1993 年 )・ 安 藤 忠 雄 (2005 年 ) 伊東 豊雄 (2017 年 〕 3 名 の UIA ゴー ルド メダ ル 受 賞 者 を 擁 
し 、2011 年 9 月 の UIA 第 24 回 世界 建築 会 議 ・ 東 京 を 開催 し た ] で ある 。 会員 5000 余 の JILA が ザ ハ 案 の 
ゆく を に 関心 を 集中 する よう に な る 2014 年 8 月 、UIA 第 25 回 世界 建築 会 議 ・ ダ ー バ ン で 
は イス ラ ェ エル 入植 地 を めぐ る パレ スチ ナ 問 題 が 沸騰 する 議論 の 中 心 テ ー マ て だ っ た 。 南 ア で 


の 同 会 議 で パト ロン で ある デズ モン ド ・ ト ッ ト ッ 名 誉 大 主教 が 、 イ スラ エル の 建築 家 た ち 
に 対し て 、 パ レス チ ナ の イス ラ エ ル 軍 事 占 領地 に お ける 入植 地 拡大 の プラ ニン グ と 建設 を 
支援 し な いよ う 訴 えた 。 す な わ ち 、 占 領地 を 隔離 壁 ・ 検 問 所 で 守ら れる 入植 団地 群 に 変え 
て いく 国際 法 違反 の 不正 義 の 永続 化 に 関連 する イン フラ の 設計 ・ 建 設 へ の 加担 の 一 切 か ら 
進ん で 手 を 切る と と を イス ラ エ ル の 兄弟 姉妹 た ち に 呼び か ける と し て 、 イ スラ エル 合同 建 
築 家 協会 LAUA を 時 限 的 に UIA か ら 除 名 ・ 追 放す る 提案 に 賛 意 を 表し た 。※ 

※ https://www.idprofessions.org.za/uia-2014-durban-otherwhere/ 

世界 の 建築 家 た ち が 政 治 ・ 倫 理 の 問題 と 正面 か ら 向 き 合 うこ と を 迫 ら れ て いた と き 、 日 本 
の 内 側 の 建築 家 た ち が 異 次 元 の 意識 状況 に じ あ っ た こと と は 否め な い 。 そ れ は オリ ・ パ ラ 招 致 
に あたっ て 政治 ・ 社 会 ・ 文 化 の 問題 を 意図 的 に 隠す 志 ( に ころ ざし ) 低 き 政 治 サ イド の 舞台 設定 
に 乗せ らち られ た か ら だ 。 建 築 家 だ け で は な い 。 日 本 社会 全体 が 浅 薄 劇 場 の 踊り の 輪 に 加わ っ 
て いた 。 と れ は 、 技 芸 ・ 学 術 ・ 思 想 に と っ て ノ / 市 民 社 会 に と っ て そし て 政治 その も の に 
と っ て さら に 身心 の 健康 めざす 人 類 規 模 の スポ ー ツ 環境 に と っ て / ノ 不幸 な こと だ っ た 。 
宮台 真司 は 民主 主義 の 徹底 と いう 解法 を 呼び か けた ※ が 、 私 は それ ほど 楽観 的 で は な い 。 
あと で 触れ る が 、[ 景 気 浮揚 ・ 日 の 丸 ア スリ ー ト 持ち 上 げ ・ 平 和 の 祭典 気分 の ] 浅 薄 劇場 感覚 と その 政治 
利用 を 克服 する に は 、 日 本 社会 の 向き を 根本 的 に 変え る 精神 革命 が 必要 だ と 思う か ら だ 。 


※ 宮 台 真 司 「〈 生 き 物 〉 と し て の 東京 を 取り 戻す 」、 東 京 新聞 2013.11.7 夕刊 . 





http://world-architects.blogspot.com/2013/11/nationalstadium-miyadai.html 





安倍 首相 は 、 五 輪 招致 は 大 賛成 だ が 、 民 主 党 政 権 か ら 受 け 継 い だ 事 業 の 初期 プロ セス に 
は 責任 を 負え な いと いう 感覚 で 見 て いた の で は な いか 。 も ちろ ん 、2020 オリ ・ パ ラ 招 致 委 
員 会 は 、2011 年 春 4 選 さ れ た 石原 慎太郎 東京 都 知事 の 肝 入 り で 電通 か ら の 資金 借り 入れ に 
より 9 月 石原 会 長 、 竹 田 恒 和 理事 長 (日 本 オリ 委員 会 会 長 )、 森 喜朗 評議 会 議長 の 顔ぶれ で 発足 
し 、 の ち に 撤回 され る ロゴ マー ク を 決め 、 電 通 が スポ ン サ ー 結 集 の 専任 代理 店 と し て 動き 
だ し て いた が 、 野 田 首相 が 最高 顧問 、 全 閣僚 が 特別 顧問 で あり 、 新 国立 競技 場 デ デザイ ン ・ 
コン べ を 実施 し た 日 本 スポ ー ツ 振興 セン ター は に 平野 博文 文科 相 (野田 内 関 最 末期 は 田中 真紀 子 文科 
相 ) の 監督 下 に あっ た 。 し た が っ て コン ペ で の ザ ハ 優勝 は 民主 党 の 置 土産 と も ゃ 言え を た 。 そ れ 
を 決め た 審査 委員 長 の 安藤 忠雄 は 、 自 民 党 安倍 普 三 政権 成立 (2012 年 12 月 26 日 ) と と も に 招致 
委員 会 役員 の 大 幅 入れ 替え の 際 、 評 議会 要員 か ら あ っ さり と 排除 され た 。 

安倍 首相 が 、2020 東京 五輪 を 文字 どおり 「 復 興 五輪 ] の 旗印 で 自ら の コン トロ ー ル 下 に 
ある も の と 意識 で きる よう に な る の は 、2013 年 9 月 、 竹 田 会 長 ・ 猪 瀬 直樹 都 知事 ・ 森 議長 
ら と と も に ブエノスアイレス IOC 総会 に 出席 、「 フ クシ マ に つい て お 案じ の 向き に は 私 が 
保証 し ます 。 状 況 は コン トロ ー ル 下 に あり ます 。 東京 に は いか な る 悪影響 も 及 ん だ こと は 
な く 、 今後 と も 及ぶ こと は あり ませ ん 。」 と の 最終 プレ ゼン で TOKYO 決定 を か ちと っ た 
瞬間 か ら で あ ろう 3。 

「 新 国立 競技 場 を ザ ハ に ゆだね て よい か 」 問題 で 「 世 論 」 の 高まり を 見 計ら っ て 、2015 


年 5 月 下村 博文 文科 相 の 工期 ・ 費 用 の 懸念 指摘 お よび 計画 の 簡素 化 要 望 を 露 払 いと し て 、 
7 月 17 日 首相 自ら の ちゃ ぶ 台 返し (ザム 案 採 用 白紙 撤回 ・ コ ン ベ 再 実施 決定 ) 宣言 と な る の だ 。 

と の よう な 米 配 ぶり は 、2016 年 8 月 21 日 の リオ デジ ど ジャネイロ 五輪 閉会 式 で は 、 地 球 の 
反対 が わ 東 京 か ら リ オ に 通じ る 土管 か ら マ リオ に 挫 し た 首相 シン ゾー・ ア ベ べ が 飛び 出す 、 
希代 の 政治 家 俳優 の リラ ックス し た 演技 (12 億 円 か けた と ぃ うぅ う ) に まで 発展 する の で ある 。 


安倍 ・ 菅 政権 時 代 、 世 界 の 中 で の 日 本 社会 の 孤立 と 漂流 

第 2 次 安倍 政権 か ら 菅 政 権 へ の 9 年 間 (2012.12-21.10) は 、 地 震 津波 災害 と 複合 原発 事故 の 
痛み に 耐え な が ら 2020 オリ ・ メ パラ 招致 運動 が 本 格 開始 され た 時 点 で 始ま り プ コロ ナッ ウイ 
ルス 感染 症 が 世界 を 席巻 する 状況 下 、 医 療 朋 壊 に 苦し みな が ら 1 年 延期 し た 異常 ずく め の 
オリ ・ パ ラ 競 技 大 会 を 終了 し た と と ろ で 締め 括り を 迎え る プ と と に な っ た 。 節約 と 言っ て 
ザ ハ は 門前 払い し た の に 、 気 が 遠く な る よう な 赤字 の 三角 波 が これ か ら 襲 っ て くる 。 

第 2 次 安倍 政権 は 成立 後 ま も な く [2013 年 1 月 16 日 イス ラー> 戦 士 (アフ ガニ スタ ン 帰 り 〕 が 指導 者 で 
マリ や 【 ウ ラン 鉱山 絡み 〕] ニジェール が 活動 舞台 の アル - カ ー イ ダ 系 覆面 部 隊 が アル ジェ リア 最大 の 液化 天然 ガ が スプ ラ 
ント を 細 撃 し 日 本 人 10 名 を 殺害 し た ] イ ナメ ナス 事件 に 直面 し て 当惑 菅 政権 の 終末 期 は [2021 年 8 月 
15 日 ターリバーン の カー ブル 制圧 に よる アフ ガニ スタ ン 情 勢 の 大 転換 = 米 ・NATO 軍 の アフ ガニ スタ ン 戦 争 の 惨め な 
結末 が 開示 し 、 ま た 邦人 お よび 日 本 に 協力 し た アフ ガニ スタ ン 人 の 脱出 を 救援 する 自衛 隊 機 が 運ん だ の は 1 名 だ け と い 
う 事態 が 赴 足 し た ] 反 テロ 戦争 の 破綻 と 米国 の 権威 失墜 、 ま た 日 本 の まこ と に お 寒い 情報 力 ・ 外 
交 力 の 暴露 と いう 現実 の 直視 を 人 迫 ら れ た 。 

と の よう に 、 安 倍 ・ 菅 政権 時 代 は 、 ふ ら つ き な が ら の オリ ・ パ ラ 強 行 プ 安全 保障 で ほこ 
ろ び が 露呈 する 米国 と 日 本 の 「 実 力 」 の ほど が 試さ れる 、 ひ と まとまり の 時 代 だ っ た 。 





上 記 の よう に 、「 災 害 五 輪 ] と 「 国 際 テ ロ 」 と が 結び つく 特異 な 9 年 間 プ また その 9 年 
の 起点 と 終点 と が 奇妙 に 結び 合う 因縁 プ に 着目 し た の は 、 そ の よう な 見 方 が 棚上げ に され 
る 東京 オリ ・ メ パラ 2021 批評 の 批評 を する た めで ある 。 だ が 、「 安 倍 ・ 菅 政権 時 代 」 と 言 挙 
(こと ぁ ) げ する 以上 、「 ア ベ ノ ミ クス | や 「 自 由 で 開か れ た イン ド ・ 太 平 洋 」 構想 や 「 日 本 を 
取り 戻す 」 等 々 々 、 内 外 に わた る 広い 目配り ゃ 求め られ る だ ろう 。 そ こと で 「 ザ ハ 案 が 潰さ 
れ た 背景 」 へ の 視野 を 拡げ る こと こと に より 、「 安 倍 ・ 菅 政権 時 代 」 が も た らし た 日 本 の 危機 
を 直視 し 、 そ れ か ら の 脱出 口 を 探っ て 、 本 稿 を 締め 括る こと に し よう 。 


2012 年 11 月 15 日 が ザ が ハ の コン ペ 優 勝 が 決ま り 、1 か 月 後 12 月 16 日 の 総 選 挙 は 自民 圧 
勝 、10 日 後 の 暮 れ 押 し 詰まる 26 日 自公 連立 で な お の こと 基盤 堅固 な 安倍 内 閣 が 生ま れる 
が 、2013 年 明け て 正月 16 日 [上 述 の ] イナ メナス 事件 が アル ジェ リア で 起き る 。 安倍 晋三 
首相 は ベト ナム 訪問 中 で 「 犯 人 ら は 断 平 許さ ず 」 の 首相 声明 は 発する も の の 、 対 策 は 完全 
に 手探り の 政府 対策 本 部 は 菅 義 偉 官房 長官 が 指揮 を と っ た 。 あ ら ゆ る 意味 で 安部 ・ 菅 時 代 
の 始ま り だ っ た 。 こ の 事件 を テコ に 、「 一 強 政治 」 が 動き 出す の だ か ら 。 


安倍 首相 [2011 民政 移管 の の] ミャンマー を 訪問 し ティ ラ ア 経済 特区 予定 地 視察 [2013.5 日 本 企業 
進出 が 国軍 企業 と 関係 深め る 端緒 ] 国家 安全 保障 会 議 (日 本 版 NSC) [2013.6 閣議 決定 、13.11 改正 設置 法 
国会 成立 、14.1 発足 ] 特定 秘 審 保 護法 (13.10 脱 議 決定 、13.12 成立 ・ 公 布 、14.12 施行 ) 国家 安全 保障 
戦略 3.12 ノ 経団連 イス ラ エ ル 訪 問 団 派遣 14.2-3 「 イ ノダ ェ ー シ ョ ン 推 進 」 流行 語 ) ノ ノ 武器 輸出 3 
原則 廃止 防衛 装備 品 移転 3 原則 制定 4?% プ イス ラ エ ル の ネタ ニヤ フ 首 相 来 日 4.5.11-12) 
プ 集 団 的 自衛 権 の 行使 容認 の 憲法 解釈 変更 (14.7.1 閣議 決定 ) 安倍 首 相 の イス ラ エ ル 訪 問 
(15.1.18-20) [イス ラ エ ル 訪 問 前 日 の 1.17 エジプト の カイ ロ に て 安倍 首相 が 日 本 は イス ラー ム 国 I S と 闘う 周辺 諸 
国 に 総額 2 億 U S ドル 程度 を 支援 する と 言明 し た の に 反 搬 し た T S が 、 そ れ を 前 年 夏 と 秋 に 拘束 し た 人 質 (湯川 選 
菜 と 後藤 健二 〕 の 身代金 と する こと を 要求 結局 2 人 は 1.23-2.1 の 間 に 殺 害さ れ た 模様 ] ノ 安保 法制 2 法案 
の 国会 審議 (①5.5.14-9.19 (参院 可決 〕]、16.3.29 施行 ) ノ 日 印 防衛 装備 品 ・ 技 術 移転 協定 、 日 印 秘 審 
軍事 情報 保護 協定 15.12.12 署名 ) 日 印 原子 力 協定 (16.11.11 署名 、17.6.7 国会 承認 ) 日 本 ・ イ ス 
ラ エ ル 投 資 協定 (17.2.1 調印 ). 


この 経過 を 眺め て 、 カ ン を は た ら か す 読 者 は 、「 ア ッ 、 も し か し た ら 、 こ うし た 動き と 
ピタ リ 並 行 す る 〈 ザ ハ へ 追放 ) は 、 別 世界 の こと と 見 えて 実は つなが りあ っ た 挿話 (エセ ッ ー ド ) 
な の か な ?」 と 関 ( ひ ぁ ぁ ) い た りす る か も し れ な い 。 

まし て 、 視 野 を 拡げ ん ば 、[ ア フ ガ ニス タン で の 「 反 テロ 戦争 」 が イラ ク に 拡大 する の に 応じ て 米 
英 占領 下 で 出現 し た 鬼子 =] 「 イ スラ ー ム 国 」 I S の 激烈 な 浮沈 も ゃ これ と 重なっ て お り 、 と こと 
で も 日 本 の ザム 案 取 り 止 め と 関連 する こと は な いか と いう 疑問 も や 生じ よう 。 も と も と IS 
の 源流 「 イ ラク の イス ラー ム 国 」 ISI の 創設 者 と され る ヨル ダン 人 アプ ブー- ム ス ア ド ・ ア ッ - 
ザル カー ツィ (記録 上 は 1966-2000) は アル - カ ー イ ダ か ら 離 れる 路線 (反米 を 反 シ ー ア 派 〔= 反 イラ ン 〕 
に すり 替え る ) を 採る [これ が 米 ・NATO 軍 撤 退 後 の アフ ガニ スタ ン の ター リバ ー ン vs. I S の 対立 の 種 【 た ね 〕 と も 
な る ] に あたり 、 彼 を 追っ て 暗躍 し た イス ラ エ ル ・ 米 ・ 欧 の イン テリ ジェ ンス 活動 の 錯 続 が 
注目 され 、 彼 は 本 当 に 実在 人 物 か が 問題 に され た りす る ほど だ 。 イ ラク 北部 と シリ ア 東 部 
で 勢力 を 伸ばし た I S は 、2014 年 4 月 モー スル を 占領 、6 月 29 日 アブ ー- バ クル ・ ア ル - 
バグ ダー ディ を カリ フ に 蔵 く カ リフ 国 を 宣言 、 シ リア の 過半 を 支配 下 に 置き ラッ カ を 首都 
と し た 2015 年 に は [アフ ガニ スタ ン 東 部 を は じゅ ] 18 カ国 に また が る 版 図 を 誇っ た が 、 形 勢 一 変 
する 17 年 7 月 ラッ カ は シリ ア 民 主 軍 の 手 に 帰し モー スル は イラ ク 政 府 軍 が 制圧 、 支 配 地 
は 劇 的 に 縮む 。[ ア ル - バ グ ダ ー デ ィ が 米 軍 の 空爆 で 死亡 と の 報道 操作 が 何 度 も 行なわ れ た あげ く 、] 19 
年 10 月 27 日 トラ ンプ 大 統領 は 、 そ の 前 日 、 西 北 シ リア は イド リブ 県 で ロシア や トル ュ コ の 
支援 を 得 た 米国 特殊 部 隊 と 軍用 犬 た ち が ア ル - バ グ ダ ー デ ィ を トン ネル 奥 に 追い つめ た と こ 
ろ 、 彼 は 2 人 の 子ども を 道連れ に 自爆 チョ ッ キ を 爆発 させ 自決 し た 、 と 発表 し た 。 こ の 作 
戦は 、2011 年 オバ マ 大 統領 の 命令 に よる パキスタン で の ウサ ー マ ・ ビ ン - ラ ー デ ィ ン 殺 害 
と 似 て お り (遺体 の 海中 水 葬 まで ) 米 軍 の 同 地域 か ら の 撤退 に 合わ せ た 作戦 だ と いう と と ブロ 
シア ・ ト ルコ な ど シ リア 内 戦 で 手 を 汚し た 国々 の 介在 は 何かしら 証拠 隠滅 の 臭い ゃ し な 


く は な い 。 関 係 諸国 の 謙 報 機関 の 活動 が 絡み 合う 状況 は 隠せ な ない の で ある 。 

し か し 、 ザ ハ ・ ハ ディ ー ド の 排除 や 死 は 、 こ れ ら の 謀略 の 話 と 直結 する も の で は な い 。 
また 東京 五輪 か ら の ザ ハ 追放 に イス ラ エ ル の 関与 を 考え る の に は 無理 が ある 。 ザ ハ の イス 
ラ エ ル と の 関わ り の 局面 で は 、 イ スラ エル 市 民 の パレ スチ ナ 人 アラ デブ [テル アヴィ ヴ の 北方 50km 
ほど の タイ ベ 生 れ ] で 建築 家 の ス ィ ナ ー ン ・ ア ブ デ ルカ ー デ ィ ル Q9e2-) が 関係 し て くる 。 ス ィ ナ 
ー ン は ドイ ツ [ ハ ンブルク 大 な ど ] に 留学 、 イ スラ エル 支配 へ の 従属 下 パ レス チ ナ 農村 の 変容 の 
観察 か ら 〈 く イン フォ ー マ ル 都市 〉 に 関す る 理論 を 構築 し 、 テ ル ア ヴ ィ ヴ 大 や ベ ザ レル 工芸 
学院 (エル サレ ム ) で 教え 、2016 年 イ (スラ エル ・ パ レス チ ナ 人 初 の 建築 学 教授 職 の 資格 を 認め 
られ た 。 ま た 2018 年 に は べ ザ レル エエ 芸 学院 で [視覚 芸術 ・ デ ザイ ン ・ 建 築 の 分 野 で の ] ア ラブ 文 
化 研究 所 を 設立 し た 。 世 紀 の 変 わり 目 に 遡 (* ふ の ぼ ) る が 、 彼 は [ナザレ か ら 南 30km の ] ツ ウン ム ・ 
ル - フ ァ フ ム に パレ スチ ナ 文 化 芸 術 博物 館 を 建設 する 企画 を 立て 、 ザ ハ の 協力 を 求め て 数 年 
間 の 協議 を 重ね た 。 だ が 、 と の 計画 は 2006 年 放棄 され た 。 ザ ハ は 、 あ くま で も ビジ ネス 
の 問題 と し て 対処 し て いた 、 と 見 ちら れる の で ある 。 


話 を 安倍 ・ 菅 政権 時 代 に 戻す 。 先 述 の よう に 、 そ の 政権 は 、 日 本 の 国際 的 あり 方 の 大 き 
な 転換 (日 米 安保 体制 の 性 格 の 変更 = 軍事 協力 の 一 体 化 、[ 国 際 的 に 批判 や 懸念 が 高まる ] イス ラ エ ル と の 
提携 の 強化 、 ク アッ ド ( 日 ・ 米 ・ 印 ・ オ ー ス トラ リア 4 国 ) の 戦略 的 連携 [ 陰 に 陽 に 対 中 国 率 制 ] へ の 方 向 付け ) 
を 支え る 国内 体制 づく り を 、 国 会 で 安定 多数 を 制 し た 政権 と し て 、 日 本 人 に 向け られ た 
[こと に 、2013 年 1 月 と 15 年 1 月 と の ] テロ ・ 人 質 殺 害 事 件 を 最大 限 に 利用 し な が ら 、 遮 二 無 二 
(し ゃ に も に ) 推 進 し た の だ っ た 。 

そこ と で 起き た こと 。 イ ン テ リ ジェ ンス (情報 区 集 ・ 操 作 、 隠 徴 な 秘密 工作 、 大 衆 社会 の 心理 操縦 
な ど 情 報 活動 ) が 隠 然 と 影響 力 を 増し 、 権 力 は 野党 や メデ ィ ア や 市 民 社 会 の 干渉 ・ 舞 肘 ( を せ ぃ ち 
ゅ う ) を 避け る 工夫 を する 。 議 員 の 数 の 力 を た の ん で 、 法 の 遵守 は な お ざり 。 野党 の 要求 が 
あっ て も る 国会 を 開か な い 。 証 拠 文書 は 平気 で 隠し た り 書 き 換 えた り 黒 塗り し た り 廃 棄 し た 
り 。 説 明 せ ず 、 は ぐら か す 。 嘘 と 騙し を 恥じ な い 。「 由 らし むべ し 知ら し むべ か ら ず 」 の 
秘密 主義 専制 に 走る 一 方 、 個 々 人 を 捕捉 ・ 追 跡 する 監視 社会 に 進 あ も うと し た りす る 。 

安倍 ・ 菅 政治 が 注意 を そそ る の は 、 第 1 次 安倍 政権 以来 持ち 越し の 面 も ある が 、 右 寄り 
国家 主義 の 固い 姿勢 ( 電 法 改正 、 東 京 裁判 の 否定 = アジ ア 解 放 戦 争 の 正当 性 、 自 虐 史観 ・ 謝 罪 外交 の 紺 弾 、 首 相 の 
靖国 公式 参拝 、 女 系 天皇 反対 、 夫 婦 別 姓 拒 否 、 など) の 印象 が 濃厚 な こと ゲ 「 日 本 会 議 」 や 「 神 道 政治 
連盟 」 の 政治 的 影響 力 が 候 然 強まっ た こと こと ググ だ ろう 。 た だ し 国家 主義 と は 言っ て も 、 米 国 
の 永続 的 な 軍事 的 優位 (こと に (先制 攻撃 可能 な 〕 核 の 傘 ) に 頼り グ [日 米 合同 委員 会 や 日 米 地位 協定 な ど ] 
従属 的 地位 に 甘んじ る 「 内 弁慶 」 的 な も の で ある と と は 否定 で き な い 。 


こと で 決定 的 に 重要 な の は 、 安 倍 ・ 菅 政権 期 を 問題 に する 場合 、 そ れ だ け を 独立 の 団子 
の よう に 切り だ し て その 時 期 の 内 政 外交 の 成績 を 評定 する の で は な く 、21 世紀 の 開幕 時 に 
設 (し っ 5 ぅ ) え られ た " 反 テ リロ 戦 争 ” 世 界 の 認識 が 連続 する 過程 [安倍 自身 が 1 年 で 投げ 出し た 第 1 次 政権 


や 安倍 が 悪夢 と 評 す る 民主 党 政権 期 も 、 そ れ ぞ れ そ の 一 前 ] に 注目 し 、 そ の 過程 が 世界 諸 地 域 で 危機 的 
混迷 と 悪あがき の 終局 面 に 入り こん で いく 一 例 と し て 観察 する と と で は な い だ ろ うか 。 

そこ で 、 話 は ( 米 ) ブ ッシュ ( 忠 子 ) 政 権 ・( 日 ) 小 泉 純一 郎 政権 の 2001 年 9 月 11 日 「 同 時 多 
発 テ ロ 」 事件 へ の 対処 に 目 を 向け な けれ ば な ら な い 。 な お 念 の た め 、 小 泉 純一 郎 (t942- ) は 
安倍 ・ 菅 政権 の 生み の 親 と も 言え る [小泉 は 安倍 を 森 喜朗 に 推薦 し て 森内 閣 の 官房 副長 官 に し 、 森 不評 政権 
を 継ぐ と 小泉 内 閣 で も 安倍 を 同じ ポス ト に 据え 、2002.9 の 北朝 鮮 訪問 に 安倍 を 同行 させ 、03.9 に は 議員 当選 3 回 に 過 
ぎぬ 安倍 を 一 挙 に 自民 党 幹 事 長 に 据え る 異例 人 事 を 敢行 、06. 9 安倍 第 1 次 内 閣 に 道 を 譲っ た ]。 9 .11 事件 を 受 
け て ブッ シュ ( 忠 子 ) 大 統領 は た ち ま ち ア ル - カ ー イ ダ の 犯行 と 発表 、 イ ラク ・ イ ラン ・ 北 朝 
鮮 を 「 悪 の 枢軸 」 と 名 指し 、「 反 テロ 戦争 」 の 開始 を 宣言 、 監 視 社 会 を 生み 出す 政府 権限 
拡張 の 「 テ ロリ ズム 阻止 ・ 回 避 の た め の 米 国 統 合 強化 法 」 (通称 ペトリ オッ ト [ 愛 国 者 ] 法 ) が 制定 さ 
れ 、 ア フ ガ ニス タン 侵攻 へ ・ 対 イラ ク 戦 争 準備 へ と 突き 進む 。 小 泉 首相 は いち 早く これ に 
即応 し て 「 反 テロ 戦争 」 支持 を 表明 、 了 欧州 も 米国 に 同調 する [の ち に 、 対 イラ ク 戦 で は 足並み が 乱れ 
る と し て $%]。 イ ンド は 当然 と し て 、 ロ シア ・ 中 国 も 、 内 部 に イス ラー ム 問 題 を か か えて いる 
か ら 、 米 国 の イス ラー ム を 標的 と する 「 反 テロ 戦争 ] に は 反対 で き な い 。 

と ここ で 、 グ ロー バル 反 テ ロ 戦 争 の 態勢 が つく られ る 基盤 は 、 米 国政 府 が 事件 直後 に 実行 
者 リス ト と と も に 公表 し 、 こ れ に 即 し て 報復 戦争 に 進ん だ 根拠 と し て の 事件 に 関す る 公式 
説明 で あり 、 さ ら に それ は 事件 か ら 442 日 後 の 2002 年 11 月 27 日 に 設立 され た 「 米 国 に 
対す る テロ 攻撃 に 関す る 独立 調査 委員 会 」 が 2004 年 7 月 22 日 に 発表 し た 最終 報告 書 ※ に 
お いて 確認 され た 事実 内 容 と され て いる 。 


※ https://www.9-11commission.gov/report/911Report.pdf 報告 書 の 全体 像 が つか め る だ ろう 。2008 年 5 月 に 『9/11 委員 会 レポ ー ト 』WAVE 
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出版 . の 抄訳 が 出 た が 、 ア メリ カ 合 衆 国 に 対す る テロ リス ト 攻 撃 に 関す る 国家 委員 会 、 住 山 一 貞 訳 「9/11 レポ ー ト 2001 年 米国 


























調査 委員 会 報告 書 ]、 こ ろか ら 株 式 会 社 、2021 年 9 月 10 日 出版 、520p. 3960 円 . の 翻訳 が 現れ た 。 9 .11 犠牲 者 家族 の 訳 業 。 

し か し 、 ウ サー マ ・ ビ ン ・ ラ ー デ ィ ン の 指令 を 受け た アラ ブ 青 年 た ち が 米 国 に 入国 、 パ イ 
ロッ ト 養 成 学校 で ジェ ッ ト 機 操 続 を 学び 、 国 内 便 旅客 機 4 機 を ヘイ ジャ ッ ク し て 乗客 乗員 
も ろ と も ニュ ー ヨ ー ク 世界 貿易 セン ター の ツイ ンタ ワー や 国防 総省 ペン タゴ ン の 一 角 に 突 
っ 込む 破天荒 の 米国 本 土 攻撃 を 敢行 し た 、 と する 「 イ スラ ー ム の テロ |」 ス トー リー に つい 
て は 、 す で に 、 個 々 の 事象 の 細部 か ら 巨 視 的 な 構図 に いた る まで 多様 な 次 元 で 認識 上 の 多 
く の 矛 盾 点 が 、 多 彩 な 諸 分 野 の 専門 家 ら に よっ て 指摘 され て きた 。※ と ころ が 、 そ れ ら の 
疑問 を 網羅 的 に 点検 し 、 公 式 ス トー リー を 公正 に 科学 的 に 検証 し な お そう と する 動き は 、 
と か く 「 陰 謀 論 」 と 概括 され て 排 記 され た 。 公式 ス トー リー それ 自体 が 一 つの 陰謀 論 で あ 
る の に 、 そ れ だ けが 金 科 玉 条 の ご と く 守 られ る 反 科 学 が まかり と お っ て 来 た の だ 。 


※ https://en.wikipedia.org/wiki/9/11_truth_movement#9/11 Truth 9.11 の 真実 を 求め る 研究 団体 が 要領 よく 整理 され て いる 。 











私 は 当初 より 、 米 国政 府 の 公式 発表 を 鵜呑み に せ ず 真実 の 究明 が 必要 だ と 言っ て きた 。 
*9/11 の 真実 "の 探求 で は 、 科 学 技術 的 な 実証 や 解明 に よる 詰め の 蓄積 は 重要 だ が 、 最 終 
的 に は 、 公 式 ス トー リー に 替わる 巨視 的 構図 を 提起 で きる か どう か 、 に か か っ て いる 。 


も し 9.11 事件 が 、 イ スラ ー ム に 狙い を つけ て 「 反 テロ 戦争 」 を 発火 させ る た め 、 イ スラ 
ー ム 教徒 を 犯行 者 に 仕立 て る 信 旗 Faulse Flag 作戦 だ っ た と すれ ば 、 [通常 、 犯 行者 は 仮装 し て 演技 
する 困 ( お と り ) で ある こと が 多い が 、 そ れ と 異な る 別種 の ] 可 能 性 の 一 つと し て 、 公 式 ス トー リー の 或 る 
限定 部 分 が 再 確認 され る 場合 は あり 得る 。 こ の 場合 、 実 行 部 隊 ・ 支 援 グ ルー プ ・ 組 織 者 ・ 
計画 者 と いう 同志 的 一 団 が 「 核 」 で ある と し て 、 そ の 外回り に まっ た く 異 質 の 敵対 的 な 動 
機 ・ 意 図 ・ 目 標 ・ 利 害 計 算 で 、「 核 」 集団 を 使い 捨て の 道具 と し て 動員 ・ 利 用 ・ 収 奪 する 
隠密 の 「 発 注 者 」 =「 受 益 ] サー クル の 複数 環 が 身 を 隠し て いる 、 欺 有 傍 ス え ストー リー の 構図 
と な ろう 。 騙さ れる の は 、[ 菊 教 死 に よる 対 米 国 抵抗 の チャ ンス に 賭け た ] ア ル - カ ー イ ダ と 実行 者 の 
「 核 」 集団 、 そ し て 公式 スト ー リ ー を 信じ 込ま され る 人 た ち 、 と いう こと で あろ うか 。 

だ が 、 9.11 事件 の 内 実は 、 は る か に 複雑 な は ず だ 。 米 国 の イン テリ ジェ ンス ・ コ ミュ 
ニテ ィ の 内 情 プ 諸国 の 同業 者 と の 探り 合い ・ 利 用 し 合い ・ 騙 し 合い の 実態 プ は 、 隠 され て 
いる 。21 世紀 に な っ て 米国 の イス ラ エ ル ロ ビ ー 研 究 は や っ と 本 格 的 に 着手 され た 。※ 


※ ジ ョ ン ・ メ アシ ャ イマ ー、 ス ティ ー ヴ ン ・ デ ヴォ ルト 共著 (副島 隆彦 訳 ) 「 イ スラ エル ・ ロ ビー と アメ リカ の 外交 政策 」 1 ・ 2 、 講 談 社 、2007. 
メア シャ イマ ー は シカ ゴ 大 学 の 、 ヴ グ ヴォルト は ハー ヴァ ー ド 大 学 の 、 そ れ ぞ れ 政 治 学 教授 。 
米国 社会 の また 世界 の 急激 な 変転 は 、 秘 密 が いつ まで も 秘密 で ある こと と を 許さ な い 
だ ろう 。 9.11 の 真実 が 明らか に な る と き 、[ す で に た び た び 言及 し た よう に c] 歴 史 は 大 きく 書き 換 
えら れる こと と に な る 。 


その よう な 予感 が 間違い な く 世 界 中 で 拡がっ て いる と き 、 台 風 進路 の 孤島 の よう に 見 え 
る の が 、 9. 11 の 公式 スト ー リ ー を 固く 信じ て や まな い 日 本 社会 だ 。9 月 18 日 柳 条 湖 事件 
(1931 年 の その 日 、 日 本 の 関東 軍 は 南 満 洲 鉄道 の 線路 を 爆破 し て お いて 、 そ れ を 中 国軍 の 仕業 と 断定 、 中 国 侵 略 の 口 火 
と し て の 満州 事変 に 突入 し た 謀略 事件 )90 周年 に あたり 、 国 民 が 軍 の 謀略 に 騙さ れ た 過去 へ の 反省 
を 訴え る 新聞 が 、 9 . 11 の 解説 記事 は 公式 スト ー リ ー の 復唱 で 、 反 テロ 戦争 を 正義 の 戦い 
と 言わ あん ば か り だ っ た 。 そ ん な マス コミ の 浅 薄 さ は 、 新 日 本 を 待望 する 賑やか な 総裁 選 で 
安倍 ・ 菅 政権 時 代 を 見 送る 日 本 社会 の 浅 薄 な 劇場 感覚 と 対 合 わせ を し て いる 感じ だ 。 権 力 
の 公式 スト ー リ ー に 対す る 異論 に は 注意 深く 、 つ ね に 調査 報道 の 精神 を 持 し 、「 通 念 」 を 
吹聴 する と と に は 慎重 で な けれ ば な ら な い 。 報 道人 の 1945 年 の 反省 は 何だ っ た の か 。 


安倍 ・ 菅 政権 時 代 は 、 ポ スト 9.11 の 日 本 の 行き つい た 姿 を 体現 する も の だ っ た 。 小 泉 
純一 郎 元首 相 が ブッ シュ (息子 ) 大 統領 の ご 機嫌 と っ て お どけ た り グ 自衛隊 を イン ド 洋 や イラ 
ク に 送っ た り ノ 郵政 民営 化 を 断行 し た り レ つつ 米国 か ら 悪 の 権化 と され た 北朝 鮮 に 出 か 
けた の を 受 継 いで 、 安 倍 首相 は 環 太平 洋 パ ー ト ナー シッ プ 協 定 TPP や 自由 で 開か れ た イ 
ンド ・ 太 平 洋 構想 な ど を 実現 、 米 国 と の 軍事 的 連携 を 強め 、 ト ラン プ 大 統領 の 親友 と な る 
が 、 そ れ で も 中 国 と うま く や る 術 は 、 米 赴 中 印 と 特殊 な 関係 を も る つ イ スラ エル か ら 学 ぶ 。 
それ に し て も ゃ 、 安 倍 ・ 菅 政権 は 、 終 始 、 東 京 オ リ ・ パ ラ 大 会 を 景況 操作 の 道具 立て と し て 
追求 し 、 新 自由 主義 の 自己 責任 ・ 自 助 の 論理 で 弱者 を 切り 捨て 、 フ クシ マ ・ オ キナ アワ の 民 


意 を 無視 し て 、 何 より 75 年 経っ て も 過去 の 戦争 の 後 始末 が つか な い ノ 世界 に 稀 な 異常 
状態 を 打開 し 解決 する 課題 へ の 取り 組み を 後退 させ て し まっ た 。 

結局 は 、「 寄 ら ば 大 樹 の 薩 」 と 米国 の 意向 を 付 度 し 、 持 て る 経済 力 を 活か さ ず 、「 寄 り 添 
う 米 国 の 薩 か ら モ ノ 言 う 国 」 と 世界 中 か ら 見 られ る よう な と と に な っ た 。 信頼 が こと さら 
大 事 な 近 隣 の 国々 か ら は 、 徳 性 を 疑わ れ 、 植 民 地主 義 ・ 人 種 主義 ・ 軍 国 主義 の 意識 を 払拭 
( ょ っ し ょ く ) で き な い 国 と 嘆 か れ た りす る 。 宮 崎 治 天 吉野 作造 石橋 洪 山 / 松 村 謙 三 プ と い 
っ た よう な 人 々 の 日 本 は 、 霧 の 彼方 に 遠ざかる 。 


と と で 、 わ れ わ れ は 日 本 国家 が ザ ハ ・ ハ ディ ー ド の 姿 を 消し 去っ た 理由 (も り ) の 根源 に 行 
きつ いた 気 が す る 。 要 は 、 米 国 に つき 従う 「 反 テロ 戦争 ] 気分 の イス ラー モ フ ォ ビア マス ぇ 
ラメ 嫌悪 ) と イス ラ エ ル 野 属 (びぃ き ) の 心理 作用 と が 、 内 弁慶 の ナシ ョ ナリ ズム と 結合 し て 、 
お の ず か ら も た らし た 結果 と も 言う べき か 。 日 本 人 の 多く は 、 イ ラク が 70 年 前 1951 年 9 
月 8 日 サン フラ ン シ ス コ で 対日 講和 条約 に 署名 し た 48 か 国 の 一 つ で あっ た と と 、 す な わ 
ち 日 本 は イラ ク に 対し て も 敗戦 還 で ある こと を 、 す っ か り 忘 れ 果 て て いる 。 そ の 講和 会 議 
で 、 当 時 の [や は り 戦 勝 国 の 一 つ で は ある が 自国 に 駐留 する 英国 軍 の 撤退 を 求め て い ぃ いた] エジプト 王国 代表 団 
が 条約 第 3 条 ( へ ゎ ゅ る 沖縄 条項 ) は 主権 を 侵害 する も る の だ と し て 同 条項 の 承認 を 拒否 し た こと 
(日 本 へ の 連帯 感 り な ど に つい て も ゃ も 丸 き り 無 知 の まま だ 。 これが 日 本 の 学校 教育 の 現状 で ある 。 


安倍 ・ ト ラン プ ・ ネ タニ ヤ フ の 三 羽 鳥 が その 順 で バタ バタ と 退場 し [いずれ も ご 本 人 は 退場 と 考 
えて いな ぃ が ]、 イ スラ エル の ベネ ッ ト 政 権 は 、 ア ラブ 小 政党 の 協力 と いう デリ ケー ト な 一 点 
に 心 棒 が 立っ て 回 る 独楽 (< まぁ) 同然 、 む ず か し い 操 縦 は 国家 サバ イ バ ル の た め の 新 奇 な 智 弟 
が 必要 に な っ て いる 。 世界 の 「 い ま 」 に お いて 、 イ スラ エル 国家 自体 が ひき 起こ し て いる 
事態 を 含め 眼前 の ホロ コー スト 群 や アパ ルト ヘイ ト 群 に は 反対 の 声 を 上 げ ず に 看過 し て 、 
「〈 本 家 〉 ホロ コー スト 」 だ け を 排他 的 に 記念 する の は 、 そ の 過去 の 「 ホ ロコ ー ス ト 」 の 
犠牲 者 た ち を 真 に 記念 する こと で は な い 。 こ と の と と へ の 気付 き も 世界 中 に 拡がり は じ め て 
いる 。 ま し て 、 多 大 の 戦争 犯罪 ・ 植 民 地 犯罪 を か さ ね た 歴史 を も つ 日 本 社会 で は 、 未 来 を 
どの よう に 設計 する の か が 深刻 に 問わ れる の は 、 避 けら れ な いと と だ 。 と れ ま で 累積 され 
た こと と に 9.11 以後 の ノ 欺 購 政治 か ら の 解放 が 、 広 く 世 界 中 で 求め られ て いる 。 

その よう な 時 点 で 、 世 界 が 騙さ れ て きた 「 ア ン ネ の 日 記 ] や スギ ハラ の 「 命 の グ ィ ザ ]」 
伝説 が 、 実 証 的 批判 の それ ぞ れ の 仕方 で ヴェー ル を は が され 、 真 実 が 開示 され る の は 、 闇 
の 地平 線 に 一 内 (いっ せん ) 光 が 射 し た と いう 観 が ある 。 以 下 の 仕事 を 読ん で みて ほし い 。 
加藤 継 志 著 、 沢 口 裕司 監修 『「 ア ン ネ の 日 記 ] は 嘘 な の か ?』、 沢 口 企画 、2020.5. 270 頁 
新書 版 1000 円 + 税 

菅野 賢治 『「 命 の グ ィ ザ 」 言説 の 虚構 リト アニ ア の ユダ ヤ 難 民 に 何 が あっ た の か ?』、 共 
和 国 、2021.7. 645 頁 変型 版 5200 円 + 税 

以上 


【 後 記 】 

岩波 書店 の PR 誌 『 図 書 』2021 年 10 月 号 に 掲載 の 、[T 岩 波 講座 世界 歴史 』 刊行 の リレー エッ セー①] 
小川 幸司 「 グ ヴァ ルター・ ベ ン ヤ ミン 一 危機 の な か の 世界 史 」、 同 号 6ー9 頁 

を 感銘 深く 読ん だ 。 教 育 の 場 で ベン ヤミ ン の 言葉 の 理解 を 介し て の 高校 生 と の 対話 の 実践 
が 語ら ちら れ て いる 。 そ の 中 で 、 松本 サリ ン 事 件 の 日 々 、 事件 その も の の 不条理 性 に 加え 、 殺人 
犯 扱 いさ れ た 河野 義行 さん の 容疑 が オウ ム 真 理 教 の 犯行 認定 で 晴れ る まで の 重苦しい 雰 囲 
気 が 、 回 想 さ れ て いる 。 私 が 本 稿 「 東 京 オ リ ・ パ ラ 2021 と イス ラー ム 世 界 」 を 書く 段 で 、 
触れ た か っ た が 、 そ の た び 遠 慮 が は た らい て 書け な か っ た 論題 だ っ た 。「 マ スコ ミ の 報道 を 
鵜呑み に し て 河野 さん を 疑っ た 自分 自身 の と と を 問題 化す る 」、「 い ま 目 の 前 で 起き て いる 
こと を 徹底 し て 対象 化す る 」 と いう 「 学 び 」 の 素晴らし さ 、 ま た その 展開 の た め 励 む 小 川 先 
生 と 生徒 た ちの 活動 に 、 感動 し た 。 執筆 後 の 私 自身 に この よう な 展開 の 機会 を 与え て くれ た 
ヴァ ルター・ ベ ン ヤ ミン に も ゃ も 、 感 謝 し た い 。 


